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P21 国保・老人保健医療制度
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満開G)桜G)祝福を受付毎がら、

真新しい毅科書を手に曹る5人6革新1年生。
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属政方針

第 1司君開会

16 平

した。

一般

長浜開議会第 1国定例会が、 3月10日から12自までの 3日間の会期で開

今闘の議会では、園田町長の平成16年度施政方針表明に引き続君、 4人

賞閤を行いました。

議案審議では、平成15年度長浜町一酸会計補正予算(第 5号)、長浜町生活管理指導員

派遣手数料徴収条例、平成16年慶長浜町一般会計予算、長浜町圏定資産評価審査委員会

委員の選任につき議会の開意を求めることえまどの議案件が、すべて原案のとおり意認悶

可決されたほか、青島海運脊限会社の経営状現に関する報告や例月出納検査本どの議会

報告案件 3件がすべて受理謀択されました。

ま在、わ司m整備計画策定に関する意見書」の議会提出案件 1件が原案のと

れましたが、「山轟境ダム建設を中止し堤防整備と河川改鯵、鹿の111

語願轟」についτ{1"賛成少数!とより不採択となりました。

施政方針、一般質問、可決された主な議案のあらましをご紹介します。

り可決さ

を求める

平
成
十
六
年
度
の
に
y
算
に
つ
い
て
は
、

国
の
進
め
る
つ
二
位
-
体
の
改
革
し
に

沿
っ
た
地
方
財
政
計
酬
や
足
気
の
動
向

等
に
配
慮

L
、
例
年
に
な
い
緊
縮
引
の

予
算
編
成
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

一
般
会
計
予
算
総
額
は
、
対
前
年
比
四
・

凹
%
減
と
し
て
い
る
。
(
十
四
・
十
五

ペ
ー
ジ
に
関
連
記
事
)
一
般
経
常
経
費

は
も
と
よ
り
普
通
建
設
事
業
に
つ
い
て

も
、
特
別
な
も
の
を
除
き
限
ら
れ
た
財

源
の
中
で
、
市
町
村
合
併
を
社
野
に
陀

民
福
祉
に
直
結
す
る
事
業
を
、
千
七
体
と
し

た
効
率
的
か
つ
責
点
的
な
配
分
を
基
凋

と
し
た
実
古
・
堅
実
刑
の
予
算
と
し
て

い
る
。な

お
平
成
十
七
年
一
月
一
川
の
合
併

を
目
指
し
て
い
る
の
で
、
基
本
的
な
予

算
・
決
算
の
枠
組
み
は
、
十
二
月
三
十

一
日
ま
で
の
九
カ
月
と
な
る
が
、
年
度

会
計
の
原
則
に
基
づ
く
予
算
枠
の
都
合

上
、
一
年
間
の
予
算
を
見
込
み
、
編
成

し
て
い
る
。

三
月
一
ム
十
五
日
に
肱
川
町
で
問
一

催
さ
れ
た
第
十
六

M
H
の
合
併
協

議
会
で
、
合
併
則
引
が
平
成
ト
七

年
一
月
一
円
か
ら
同
川
十
一
什
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
新
年
度
に
臨
む
主
要
施

策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
た
い
。
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五
月
に
は
調
印
を

長
浜
町
・
大
洲
市
・
肱
川
町
・
河
辺

村
に
よ
る
川
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
は
、

昨
年
一
川
に
、
法
定
の
「
大
洲
喜
多
合

併
協
議
会
」
が
設
晋
さ
れ
て
以
降
、
十

三
カ
月
が
経
過
し
、
そ
の
間
毎
月
一
回

の
定
例
協
議
会
が
開
催
さ
れ
、
合
併
の

方
式
、
合
併
の
期
日
等
の
基
本
的
協
議

五
項
目
を
は
じ
め
合
併
に
必
要
と
さ
れ

る
協
議
旦
円
は
「
新
市
建
設
計
画
」
を

除
ヌ
一
す
べ
て
の
項
目
が
確
認
さ
れ
て
い

るに
山
川
在
、
作
成
段
階
の
新
市
建
設
計
四

に
つ
い
て
は
、
新
年
度
に
入
り
で
き
る

だ
け
早
い
吋
期
に
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

説
明
等
を
行
う
機
会
を
作
り
た
い
と
考

え
て
い
る
。

な
お
、
今
後
の
合
併
日
程
に
つ
い
て

は
、
ま
ず
本
年
五
月
に
は
四
市
町
村
で

合
併
協
定
書
の
調
印
後
、
六
月
の
第
二

出
定
例
会
で
地
方
自
治
法
に
基
づ
く
廃

置
分
台
の
誌
決
を
い
た
だ
き
県
知
事
へ

巾
請
す
る
予
定
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
合
併
に
伴
い
地
域
が
広
域
化

す
る
こ
と
で
、
各
種
情
報
に
お
い
て
も

地
域
間
格
差
が
生
じ
る
こ
と
を
照
芯
心
し
、

合
併
に
よ
る
住
民
へ
の
サ
ー
ビ
ス
低
下



を
招
か
な
い
よ
う
平
成
十
四
年
度
に
、

国
の
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施
設

整
備
事
業
を
導
入
し
、
合
併
予
定
の
四

市
町
村
そ
れ
ぞ
れ
の
公
共
施
設
へ
光
フ
ァ

イ
バ
ー
を
布
設
し
、
各
種
情
報
の
送
受

信
を
活
発
化
す
る
こ
と
で
、
行
政
や
地

域
の
情
報
等
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
生
活

向
上
と
利
便
性
を
図
り
た
い
と
考
え
て

い
る
。特

牲
を
生
か
し
た

地
域
づ
く
り
を

合
併
に
伴
い
行
政
医
が
拡
大
す
る
こ

と
か
ら
、
地
域
の
自
立
を
志
向
し
、
か

つ
地
域
間
競
争
に
打
ち
勝
つ
足
腰
の
強

い
自
治
会
組
織
の
創
設
を
積
極
的
に
進

め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
昨
年
一
一
一
月
の

第
一
固
定
例
会
で
の
施
政
方
針
表
明
以

地域イントラネット整備事業により設置
された住民用パソコン(ふれあい会館)

降
、
町
内
で
は
す
で
に
公
民
館
を
中
心

に
自
治
組
織
の
創
設
に
向
け
、
先
進
地

視
察
等
、
諸
々
の
調
査
・
研
究
を
し
て

い
る
地
医
も
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

町
に
お
い
て
も
、
現
在
、
旧
町
村
単

位
あ
る
い
は
各
地
区
の
公
民
館
を
中
心

と
し
た
組
織
づ
く
り
や
地
域
づ
く
り
を

調
査
・
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
、
助
役
を
中
心
と
し
た
「
地
域
発
展

支
援
事
業
検
討
班
」
を
設
置
し
、
本
年

九
月
の
定
例
会
ま
で
に
は
、
各
地
区
の

公
民
館
と
区
長
会
各
支
部
を
中
心
と
し

た
「
自
治
会
的
な
組
織
」
の
創
設
が
可

能
か
否
か
、
さ
ら
に
は
「
ふ
る
さ
と
創

生
資
金
一
億
円
」
の
有
効
な
使
途
・
方

法
等
に
つ
い
て
の
検
討
を
指
示
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
こ
と
に
つ

い
て
は
各
地
域
が
歴
史
・
文
化
・
自
然

等
の
固
有
財
産
や
特
性
を
生
か
し
た
魅

力
あ
る
地
域
づ
く
り
に
よ
り
、
地
域
の

存
在
価
値
を
高
め
つ
つ
活
力
あ
る
地
域

づ
く
り
の
推
進
が
肝
要
で
あ
ろ
う
と
考

え
て
い
る
。

流
域
が
一
九
と
な
っ
て

取
り
組
む

肱
川
の
河
川
整
備
に
つ
い
て
、
本
町

に
お
け
る
肱
川
の
河
川
状
況
は
、
中
ト
一

流
部
の
堤
防
整
備
に
伴
い
、
以
前
に
も

増
し
て
洪
水
に
対
す
る
危
険
度
は
高
く

な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
国
で

は
肱
川
に
お
け
る
治
水
安
全
度
の
向
上

が
喫
緊
の
課
題
と
し
て
、
昨
年
十
月
二

日
に
は
四
国
で
最
初
と
な
る
「
肱
川
水

系
河
川
整
備
基
本
方
針
」
が
策
定
さ
れ

る
と
と
も
に
、
肱
川
に
お
け
る
今
後
約

三
十
年
間
の
整
備
内
容
を
具
体
的
に
提

示
し
た
「
肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
」

の
素
案
が
発
表
さ
れ
た
。

計
両
で
は
、
安
全
・
安
心
の
確
保
と

清
流
の
復
活
と
い
う
二
つ
の
目
標
を
掲

げ
、
上
下
流
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
河
川

整
備
を
行
う
た
め
、
堤
防
整
備
に
加
え
、

山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
と
鹿
野
川
ダ
ム
改
造

に
よ
り
洪
水
流
量
の
低
減
を
図
り
、
一
二
一

ダ
ム
の
統
合
管
理
を
行
う
こ
と
で
、
よ 安全@安1["の肱}I[を

り
効
果
的
な
洪
水
調
整
一
機
能
を
高
め
る

内
容
と
な
っ
て
い
る
。

河
川
環
境
面
に
お
い
て
は
、
渇
水
時

に
も
河
川
に
大
き
な
影
響
が
出
な
い
よ

う
、
流
水
の
正
常
な
機
能
を
維
持
す
る

た
め
に
必
要
な
流
量
の
確
保
と
水
質
の

改
善
に
よ
る
清
流
の
復
活
を
念
頭
に
、

原
案
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
肱
川
流
域

委
員
会
や
流
域
住
民
と
の
意
見
交
換
会

a

公
聴
会
等
を
開
催
し
、
民
意
を
反
映
し

た
内
容
と
し
て
早
期
決
定
を
目
指
し
た

取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。ま

た
、
今
回
の
河
川
整
備
に
つ
い
て

は
、
肱
川
流
域
全
体
の
合
意
と
し
て
、

治
水
と
河
川
環
境
の
両
面
に
配
慮
し
た

再
構
築
計
画
案
が
前
提
に
な
っ
て
い
る

が
、
こ
の
計
画
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

何
と
し
て
も
水
没
予
定
地
区
の
肱
川
町

民
を
は
じ
め
と
す
る
上
流
地
域
の
方
々

の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
が
な
く
て
は

推
進
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後

に
お
い
て
も
新
市
の
発
展
を
念
頭
に
、

流
域
が
一
丸
と
な
っ
て
整
備
推
進
に
取

り
組
む
こ
と
が
肝
要
か
と
考
え
て
い
る

の
で
、
ご
理
解

E

ご
協
力
を
さ
ら
に
お

百
H
ベ

ミ

/

一

原
し

L
犬
し

な
お
、
具
体
的
な
本
年
度
の
実
施
予

定
個
所
は
、
継
続
し
て
事
業
が
進
め
ら

れ
て
い
る
大
和
(
郷
)
地
区
水
防
災
対

策
特
定
河
川
事
業
の
建
物
移
転
工
程
に

合
わ
せ
た
護
岸
・
盛
土
造
成
工
事
等
と

住
環
境
改
善
を
凶
る
た
め
、
町
の
土
地

区
両
整
理
事
業
に
よ
る
区
画
道
路
・
上

下
水
道
等
の
整
備
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
仁
久
地
区
下
流
の
中
学
校
裏
に

つ
い
て
も
、
学
校
敷
地
を
最
小
限
に
抑

え
た
特
殊
堤
構
造
と
し
て
実
施
が
見
込

ま
れ
て
い
る
が
、
河
川
整
備
は
住
民
が

安
全
で
安
心
し
て
生
活
が
で
き
る
と
と

も
に
、
安
ら
ぎ
と
潤
い
あ
る
生
活
空
間

の
創
出
が
肝
要
で
、
国
、
県
、
流
域
市

町
村
が
連
携
し
一
日
も
早
い
計
両
の
具

現
化
と
円
滑
な
事
業
の
推
進
に
積
極
的

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

工事が進む大和(郷)地区
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新
市
へ
確
実
に

引
き
継
ぎ
た
い

港
湾
整
備
に
つ
い
て
は
、
本
町
の
臨

海
部
開
発
と
不
離
一
体
の
関
係
に
あ
り
、

長
年
に
わ
た
り
国
お
よ
び
県
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
鋭
意
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

特
に
、
昭
和
五
十
八
年
以
降
、
整
備

を
進
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
県
常
の
小

型
船
だ
ま
り
に
つ
い
て
は
、
よ
り
早
い

安
全
・
安
心
の
港
づ
く
り
の
た
め
、
昨

年
、
第
三
次
開
発
事
業
基
本
計
画
の
改

訂
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
れ
を
一
一
党
け
、
小
型
船
だ
ま
り
を
漁

業
基
地
と
し
て
利
用
さ
れ
る
漁
業
組
合

と
愛
媛
県
・
長
浜
町
で
協
議
を
行
い
、

拠点形成上、重要な役割を果たす小型船だまり

お
お
む
ね
そ
の
方
針
を
決
定
し
、
今
後
、

沖
防
波
堤
の
延
伸
な
ど
、
よ
り
具
体
的

な
整
備
に
向
け
事
業
推
進
が
で
き
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

市
町
村
合
併
の
枠
組
み
の
中
で
、
長

浜
港
の
整
備
と
第
三
次
開
発
事
業
の
推

進
が
、
本
町
の
拠
点
形
成
の
上
で
、
極

め
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
考

え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
漁
業
関
連
施
設

等
の
面
的
な
施
設
整
備
に
つ
い
て
も
、

詰
め
の
作
業
を
急
ぐ
必
要
が
あ
り
、
素

案
づ
く
り
を
行
い
新
市
へ
確
実
に
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、
併
せ
て
肱
川
河
川
改

修
事
業
の
進
展
に
伴
い
、
今
後
、
立
ち

退
き
が
想
定
さ
れ
る
住
宅
の
代
替
用
地

の
確
保
等
、
円
滑
な
事
業
推
進
へ
の
環

境
整
備
の
見
地
か
ら
も
、
第
三
次
開
発

の
推
進
は
時
務
で
あ
ろ
う
と
認
識
し
て

い
る
。な

お
、
本
年
度
か
ら
、
被
災
し
て
い

た
長
浜
港
東
岸
壁
の
改
修
事
業
の
整
備

も
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

合
併
後
の
整
合
性
に

配
慮
し
な
が
ら

都
市
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
一
二

年
度
に
区
域
の
変
更
を
行
い
、
昨
年
三

月
に
は
、
そ
の
整
備
指
針
と
な
る
都
市

計
両
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

本年度から改修工事がスター卜する長浜港東岸壁

現
在
、
用
途
地
域
の
指
定
素
案
の
策

定
作
業
と
並
行
し
て
、
都
市
計
画
道
路

の
見
直
し
に
向
け
た
交
通
量
推
計
調
査

を
実
施
し
て
お
り
、
而
的
な
整
備
の
方

向
付
け
を
踏
ま
え
た
都
市
計
画
決
定
に

つ
い
て
は
、
平
成
十
七
年
の
合
併
後
に

お
い
て
、
大
洲
都
市
計
画
医
域
と
長
浜

都
市
計
画
区
域
と
の
整
合
性
等
に
配
慮

し
て
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
予
定

防
災
事
業
に
つ
い
て
、
安
全
で
安
心

し
て
生
活
で
き
る
住
環
境
確
保
の
た
め

の
治
山
a

治
水
事
業
お
よ
び
地
す
べ
り

対
策
事
業
や
急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業

等
に
お
い
て
は
、
引
き
続
き
事
業
の
継

続
を
進
め
、
安
全
度
の
向
上
に
努
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。

出
海
川
の
河
川
改
修
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
は
事
業
推
進
の
た
め
の
諸
条
件

整
備
を
整
え
る
と
と
も
に
用
地
買
収
と

一
部
の
工
事
で
着
手
予
定
と
な
っ
て
い

る。
洪
水
。
地
震
・
津
波
等
の
災
害
時
に

よ
る
住
民
の
迅
速
な
避
難
お
よ
び
円
滑

な
救
助
等
の
安
全
確
保
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
大
洲
河
川
国
道
事
務
所
が

公
表
し
て
い
る
「
肱
川
の
洪
水
浸
水
想

定
区
域
」
お
よ
び
県
の
自
主
防
災
組
織

活
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
、
防
災
計

画
の
見
直
し
と
併
せ
、
現
在
作
成
中
の

「
長
浜
町
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」
を

新
年
度
早
々
に
は
全
世
帯
に
配
布
す
る

と
と
も
に
公
民
館
単
位
で
の
説
明
会
を

実
施
し
、
防
災
意
識
の
醸
成
等
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
る
。

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い

道
路
整
備
に
つ
い
て
は
、
平
成
の
景

気
後
退
以
降
の
長
引
く
不
況
に
伴
い
、

社
会
的
イ
ン
フ
ラ
で
道
路
事
業
へ
の
投

資
削
減
が
顕
著
に
な
っ
て
い
る
が
、
広

域
交
流
と
物
流
の
効
率
化
等
、
社
会
形

成
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
社
会
基
盤

で
あ
る
の
で
、
今
後
に
お
い
て
も
地
域

の
活
性
化
に
配
慮
し
た
地
域
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
の
条
件
整
備
を
積
梅
的

に
取
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

特
に
、
本
町
の
根
幹
を
な
す
主
要
地

方
道
の
う
ち
、
大
洲
長
浜
線
に
つ
い
て

は
、
人
家
連
担
の
長
浜
地
区
の
改
良
整

備
に
、
国
費
導
入
に
よ
る
事
業
化
が
図

ら
れ
て
い
る
が
、
今
年
さ
ら
に
一
事
業

区
の
追
加
が
見
込
ま
れ
、
こ
れ
ら
事
業

区
の
円
滑
な
事
業
推
進
に
資
す
る
条
件

整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
他
の
長
浜

中
村
線
。
長
浜
保
内
線
・
櫛
生
大
洲
線

の
各
県
道
に
お
い
て
も
集
落
機
能
の
向

上
が
図
ら
れ
る
よ
う
整
備
促
進
を
関
係

機
関
に
働
き
か
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
町
道
網
の
整
備
に
つ
い
て
も
、

地
域
性
・
緊
急
性
等
を
勘
案
し
な
が
ら
、

順
次
計
画
的
に
整
備
を
図
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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関
協
組
合
と
の

連
携
を
図
り
な
が
ら

産
業
振
興
に
つ
い
て
、
民
林
水
産
業

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
高
齢
化
、
過
疎

化
に
よ
る
担
い
手
不
足
、
長
引
く
景
気

の
侃
迷
が
相
ま
っ
て
依
然
と
し
て
板
め

て
厳
し
い
状
視
に
あ
る
が
、
こ
の
よ
う

な
中
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
仁
対
し
て
は
、
効
率
的
な
施
策
の

選
択
と
導
入
可
能
な
国
・
県
の
施
策
は

可
能
な
限
り
取
り
入
れ
る
と
と
も
に
町

単
独
事
業
の
効
半
的
な
運
用
も
念
頭
に

関
係
組
合
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
積

極
的
仁
作
進
し
て
い
き
た
い
と
与
え
て

し
る
。商

工
業
に
つ
い
て
も
、
町
の
活
性
化

を
図
る
う
え
か
ら
も
町
内
で
の
消
費
拡

大
と
活
力
に
満
ち
た
商
白
街
ィ
つ
く
り
は

き
っ
さ
ん

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
と
考
え
、
今
年
度

も
引
き
続
き
商
品
券
販
売
事
業
を
主
施

の
Jr定
で
あ
る
が
、
合
併
伐
に
お
い
て

も
商
工
会
に
引
き
継
ぐ
干
)
と
は
で
き
な

い
も
の
か
、
さ
ら
な
る
検
討
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
「
え
ひ
め

町
並
博
二

O
O
四
」
が
同
月
か
ら
ト
月

仁
か
け
て
、
大
洲
市
、
内
子
町
、
宇
相

町
を
中
心
に
南
子
一
円
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
本
町
の
県
か
な
自
然
景
観

や
文
化
遺
産
を
は
じ
め
歴
史
的
に
も
貴

重
な
観
光
資
加
を
有
効
に
活
用
し
て
、

観
光
の
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
等
に

よ
り
、
三
け
入
れ
体
制
の
充
士
に
努
め

た
い
と
考
え
て
い
る
c

町の活性化を図るうえで期待される町商品券

次
代
の
社
会
を
担
う

子
ど
も
た
ち
の
た
め
に

次
肝
一
代
育
成
支
援
対
策
に
つ
い
て
は
、

次
代
の
社
会
を
担
う

F

十
ど
も
が
健
や
か

に
生
ま
れ
育
つ
環
境
整
備
の
た
め
の
施

策
を
推
進

L
、
家
庭
や
地
域
社
会
に
お

け
る
「
子
育
て
機
能
の
再
生
」
の
実
現

を
図
る
た
め
、
子
育
て
家
庭
に
対
す
る

一一
l
ズ
調
費
の
結
果
を
踏
ま
え
、
次
世

代
育
成
支
援
対
策
勉
松
協
議
会
を
設
置

す
る
な
ど
全
庁
的
な
体
制
の
下
に
、
九
円

併
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
市

町
村
行
動
計
酬
を
策
定
す
る
ご
と
に
し

て
い
る
一

J

国
が
提
唱
し
て
い
る
二
十
一
世
紀
に

お
け
る
同
民
健
康

ε

つ
く
り
出
一
動
の
推
進

お
よ
び
健
康
増
進
法
の
制
定
に
よ
り
基

盤
が
整
備
さ
れ
た
}
」
と
に
伴
い
、
生
活

習
慣
病
予
防
対
策
が
第
一
義
と
さ
れ
、

飲
酒
・
喫
畑
山
一
y

の
生
活
習
慣
の
改
葬
を

H
指
す
保
健
事
業
は
、
今
段
、
よ
り
一

層
の
充
実
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
を
醸
成
し
つ
つ
保
健
業
務
の

さ
ら
な
る
充
実
と
精
神
保
健
事
業
へ
の

主
提
体
制
を
整
え
た
い
と
与
え
て
い
る
。

高
齢
者
福
祉
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
高
齢
者
の
生
さ
が
い
対
策
と
し
て
、 次代を担う子どもたち(資料写真・白滝保育所)

総
合
福
祉
七
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

「
ふ
れ
あ
い
交
流
卒
業
」
に
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
な
お
一
層
、
サ
ー
ビ
ス
内

科
の
充
実
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て
も
、
高
齢

化
が
進
行
す
ブ
一
ω
な
か
で
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
利
用
拡
大
と
定
者
化
が
凶
ら
れ
て

い
る
が
、
本
年
度
に
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
等
の
事
業
支
援
と
第
二
期
介
護
保
険

事
業
計
画
に
基
づ
く
相
談
協
力
員
の
設

置
と
併
せ
、
介
護
什

i
ピ
ス
の
充
実
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。

快
適
な
生
活
環
境
の

保
全
維
持
を

環
境
問
題
に
つ
い
て
、
地
球
環
境
保

全
と
い
う
見
地
か
ら
国
際
的
な
重
要
課

題
に
も
な
っ
て
い
る
地
球
温
暖
化
の
防

止
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
役
場
自
身
が
事

業
者
と
し
て
の
責
任
を
果
な
す
べ
く
、

昨
年
に
引
き
続
き
「
長
浜
町
地
球
温
暖

化
防
止
実
行
計
画
」
の
点
検
・
評
価
を

踏
ま
え
、
よ
り
一
層
満
室
効
果
ガ
ス
等

の
削
械
の
た
め
、
組
織
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
。

町
内
の
謀
境
美
化
に
つ
い
て
は
、
昨

年
制
定
し
た
「
放
置
山
動
車
の
発
生
防

止
条
附
」
お
よ
び
「
き
れ
い
な
ま
ち
長

浜
を
み
ん
な
で
つ
く
る
条
例
」
仁
基
づ

き
、
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
お
よ
び
モ

ラ
ル
の
向
上
位
寸
を
目
指
し
、
な
お
一
一
層

の
指
導
、
勧
告
等
の
ほ
底
に
努
め
快
適

な
生
活
環
境
の
保
全
維
持
に
努
め
た
い
。

本
環
境
の
保
全
に
関
し
て
は
、
流
域

市
町
村
間
と
の
連
携
を
凶
り
な
が
ら
、

河
川
環
境
の
保
全
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
ん
口
併
処
理
一
浄
化
槽
整
備
山
手
業
の
継

続
を
図
り
、
補
助
要
件
に
該
当
す
る
住

宅
新
築
に
対
し
、
小
型
合
併
処
理
浄
化

槽
の
普
及
促
墜
を
進
め
、
水
質
汚
濁
の

防
止
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

個
性
を
よ
り
伸
ば
す

教
育
を
目
指
し
て

教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
新
学
習
指

導
要
領
が
全
両
実
施
さ
れ
て
か
ら
二
年

が
経
過
し
よ
う
と
す
る
な
か
で
、
各
学

町内には「まちをきれいにJの看板が
多数立てられでいるが…
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校
に
お
い
て
は
、
総
合
学
習
、
体
験
学

習
等
特
色
あ
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
る
が
、
「
確
か
な
学
力
」
と
「
豊
か

な
心
」
を
育
み
「
信
頼
さ
れ
る
学
校
、
づ

く
り
」
を
進
め
る
こ
と
こ
そ
が
、
子
ど

も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
生
き
抜
く
力
を

生
み
出
す
こ
と
だ
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
に
、
基
礎
・
基

本
を
身
に
付
け
さ
せ
な
が
ら
、
知
識
、

技
能
に
加
え
、
学
ぶ
意
欲
や
思
考
力
・

判
断
力
等
ま
で
含
め
た
幅
広
い
「
確
か

な
学
力
」
と
「
豊
か
な
人
間
性
」
や
自

ら
学
び
考
え
る
力
な
ど
「
生
き
る
力
」

の
育
成
と
併
せ
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ

と
り
の
伺
性
を
よ
り
伸
ば
す
教
育
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
平
成
十
人
ハ

各学校では、特色ある取り組みが行われている
(長浜小学校のバケツ稲の栽培 昨年度)

年
度
か
ら
長
浜
中
学
校
で
の
単
独
調
理

場
式
(
白
校
方
式
)
に
よ
る
給
食
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
子
ど
も
た
ち
に
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
の
も
と
で
、
食
に

関
す
る
指
導
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い

る。
丈
化
・
芸
術
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

市
町
村
合
併
を
念
頭
に
、
地
域
に
お
い

て
守
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
伝
統
文
化
の

保
存
と
伝
承
を
推
し
進
め
て
い
き
た
い
。

へ
ん
さ
ん

町
誌
編
纂
に
つ
い
て
は
、
昭
和
五
十

年
に
発
行
さ
れ
た
長
浜
町
誌
の
続
編
と

し
て
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
、
町
誌
編

纂
委
員
の
皆
さ
ん
を
中
心
に
、
資
料
収

集
・
執
筆
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

平
成
十
六
年
十
月
の
発
行
を
目
指
し
、

今
年
中
に
有
償
で
は
あ
る
が
配
布
で
き

る
よ
う
に
作
業
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

完成した給食施設(長浜中学校)

終
始
全
力
で
対
処
し
た
い

以
上
、
新
年
度
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

私
の
町
政
に
臨
む
所
信
の
一
端
を
申
し

述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
継
続
す

る
施
策
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
発
展
的

に
推
進
し
、
一
方
、
新
規
施
策
や
重
点

事
業
に
つ
い
て
は
、
職
員
と
と
も
に
持

て
る
力
を
傾
注
し
、
合
併
ま
で
の
九
カ

月
間
の
町
政
担
当
で
は
あ
る
が
、
終
始

全
力
で
対
処
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
現
下
の
社
会
経
済

情
勢
を
考
察
す
る
と
き
、
い
ず
れ
の
施

策
を
遂
行
す
る
に
し
て
も
議
会
を
は
じ

め
、
全
町
民
の
英
知
の
結
集
が
肝
要
で

あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
私
に
与
え
ら

れ
た
町
政
運
営
の
期
間
は
短
い
も
の
で

は
あ
る
が
、
議
会
の
背
さ
ん
の
ご
支
援
・

ご
理
解
と
職
員
の
町
づ
く
り
に
対
す
る

情
熱
を
糧
に
「
豊
か
に
輝
く
海
と
川
と

緑
の
活
力
あ
る
町
々
つ
く
り
」
を
目
指
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
な

お
一
層
の
ご
指
導
・
ご
鞭
撞
を
賜
る
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

文
化
施
設
に
つ
い
て

安
心
し
て
高
齢
者
が

住
め
る
町
づ
く
り
に
つ
い
て

記
念
行
事
の
企
画
に
つ
い
て

文
化
度
の
高
い

地
域
づ
く
り
を

質
問
:
現
在
、
町
内
に
は
目
立
っ
た

文
化
施
設
が
な
い
の
で
図
書
館
や
丈
化

会
館
等
を
整
備
す
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
以
前
に
行
っ
て
い
た
砂
の
彫

刻
を
復
活
し
、
ミ
ユ

l
ジ
ア
ム
と
し
て

ア
ピ
ー
ル
し
て
は
ど
う
か
。

な
お
、
ふ
る
さ
と
創
生
一
億
円
を
こ

れ
ら
の
立
派
で
大
き
な
こ
と
に
使
っ
て

は
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
文
化
施
設
の
整
備

等
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
長
浜
町
ふ
れ

あ
い
会
館
は
、
平
成
六
年
十
月
に
総
工

費
約
八
億
円
を
投
じ
て
、
町
民
の
心
の

よ
り
ど
こ
ろ
や
文
化
の
館
と
し
て
、
さ

賢
一
関
一

6 

富
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一
隅
ロ
貝

ら
に
は
生
産
孟
日
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

活
動
の
場
と
し
て
、
い
つ
で
も
気
軽
に

利
用
で
き
る
集
会
施
設
と
し
て
建
設
さ

れ
、
文
化
協
会
を
は
じ
め
趣
味
の
会
や

サ
ー
ク
ル
等
、
数
多
く
の
方
が
利
用
し

て
い
た
だ
い
て
い
る
ほ
か
、
当
会
館
利

用
者
の
利
便
性
を
考
え
、
会
館
付
近
に

は
駐
車
場
も
整
備
し
て
い
る
。
平
成
十

四
年
度
に
お
け
る
当
会
館
の
利
用
状
況

に
つ
い
て
は
、
回
数
で
九
百
八
十
八
回
、

約
二
万
七
千
人
の
方
に
利
用
し
て
い
た

だ
い
て
い
る
。

ま
た
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
当
初
、

中
央
公
民
館
の
一
階
に
図
書
室
を
設
置

し
て
い
た
が
、
昭
和
六
十
二
年
五
月
に

役
場
分
室
を
改
修
し
、
小
規
模
な
が
ら

町
立
図
書
館
と
し
て
開
設
し
た
も
の
で



あ
る
。
そ
の
後
、
非
常
勤
で
は
あ
る
が

館
長
を
任
命
し
、
併
せ
て
臨
暗
の
図
書

錯
職
員
を
配
置
す
る
な
ど
し
て
、
来
館

者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
、
平
成
十
四

年
度
の
利
用
状
況
は
、
四
千
八
百
九
十

七
人
の
来
航
者
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
児

童
・
生
徒
の
利
用
者
は
約
二
分
の
一
の

一
今
千
六
百
十
二
人
を
紋
え
、
漸
次
増
加

傾
向
に
あ
る
が
、
今
後
、
図
書
館
協
議

会
や
読
書
活
動
連
絡
協
議
会
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
利
用
普
及
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
う
て
い
る
。

施
設
一
回
で
は
、
本
町
の
か
か
え
る
問

題
と
し
て
、
用
地
の
確
保
が
大
変
難
し

い
と
い
、
つ
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
献

し
い
財
政
状
況
下
、
中
身
で
充
実
し
た

利
用
を
図
る
べ
く
努
力
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

「
海
の
祭
典
」
の
一
環
と
し
て
、
昭
和

六
十
二
年
八
月
に
、
初
め
て
の
試
み
と

し
て
開
催
さ
れ
た
「
砂
の
彫
刻
」
を
筏

活
L
、
砂
の
で
¥
ユ

l
ジ
ア
ム
を
創
設
し

て
は
ど
う
か
と
の
提
案
に
つ
い
て
、
現

在
で
は
、
「
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
」

と
し
て
長
浜
嵐
L
A
捜
や
打
ち
上
げ
花
火

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
事
業
が
実
施
さ

れ
、
見
物
人
も
年
々
増
加
傾
向
に
あ
り
、

長
浜
町
の
夏
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
現
状
で
推
移
す
る

こ
と
が
最
適
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
し

永
続
的
に
継
続
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

し
る
。ふ

る
き
と
創
主
資
金
の
慌
迭
に
つ
い

て
は
、
自
治
会
支
援
を
考
え
て
い
る
。

こ
れ
は
、
自
ら
が
考
え
て
、
自
ら
の
責

任
に
お
い
て
活
動
を
期
待
す
る
も
の
で
、

よ
り
一
層
努
力
J

守
し
て
い
き
な
が
ら
文

化
度
の
需
い
地
域
づ
く
り
を
行
っ
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

高
齢
者
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

費
問
・
・
・
高
齢
者
の
力
を
引
き
出
せ
る

場
所
、
機
会
の
提
供
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
長
崎
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

清
井
(
町
長
)
・
:
木
町
で
は
、
お
年

寄
り
の
叫
動
の
場
と
し
て
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
相
識
さ
れ
、
町
の
若
人
ク
ラ
ブ
連

合
会
を
は
じ
め
十
八
ク
ラ
ブ
♂
が
約
千
四

百
人
の
会
員
を
擁
し
、
高
齢
者
ス
ポ
ー

ツ
大
会
や
ク
ロ
ッ
ケ
l
大
会
、
ま
た
研

修
旅
行
や
高
齢
者
学
紘
、
趣
味
の
作
品

展
の
参
加
な
ど
「
ひ
ら
か
れ
た
魅
力
あ

る
老
人
ク
ラ
ブ
づ
く
り
」
を
目
指
し
て

活
効
が
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
平
成
十
五
年
度
か
ら
は
、
新
た

な
事
業
の
取
り
印
刷
み
と
し
て
、
王
子
ケ

丘
高
齢
汗
総
今
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
拠

ι

に
職
員
二
人
を
配
置
し
、
一
つ
に
は
、

「
家
族
介
護
者
や
す
ら
ぎ
事
業
」
と
し

て
、
要
介
護
度
四
と
五
仁
認
定
さ
れ
た

在
右
で
の
介
護
者
、
ど
重
一
区
の
痴
呆
者
を

在
宅
で
介
註
さ
れ
て
い
る
方
を
対
象
に
、

入
浴
抗
設
を
閣
放
し
、
安
ら
ぎ
の
ひ
と

と
き
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
家
族
介

護
者
と
の
交
流
や
介
護
に
関
す
る
研
修

な
ど
を
行
い
、
併
せ
て
ぺ
長
浜
ふ
れ
あ

い
パ
ワ

i
ア
ッ
プ
事
業
」
の
一
環
と
し

て
「
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
l
マ

と
し
た
、
各
世
代
の
侃
点
ヤ
ペ
山
想
か
ら

提
言
を
い
た
だ
き
』
な
が
ら
、
「
思
い
」

か
ら
「
一
柄
拘
」
へ
の
展
開
を
凶
る
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
事
業
の
取
り

組
み
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
ぐ

「
な
が
は
ま
赤
橋
夏
ま
つ
り
」

を
例
年
以
上
の
も
の
に

平成15年度からスタ トしたパワーアップ事業

賀
間
関
・
・
長
浜
町
日
以
後
の
年
と
し
て
伝

統
的
な
郷
土
芸
棺
を
披
露
す
る
場
を
最

げ
る
な
ど
記
念
行
事
を
企
画
す
る
予
定

は
な
い
の
か
っ

答
弁
(
町
長

)
i伝
統
的
な
郷
土
芸

能
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
本
町
に
は
長

い
歴
史
の
な
か
で
生
ま
れ
育
ま
れ
て
、

今
日
の
世
代
ま
で
守
り
伝
え
ら
れ
た
数

多
く
の
文
化
財
や
絞
れ
た
文
化
の
伝
統

が
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
文
化
遺

産
は
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
貴
重
な

財
産
で
あ
り
、
大
切
に
守
り
後
世
に
伝

え
て
い
く
こ
と
が
、
現
代
に
生
き
る
我
々

の
責
務
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
コ

愛
媛
県
指
定
の
怯
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
青
島
盆
踊
り
に
つ
い
て
は
、
平
成

ト
三
年
度
に
、
ま
た
長
浜
町
指
定
の
川
町
一

形
民
俗
文
化
財
で
あ
る
豊
茂
五
ツ
鹿
踊

り
仁
つ
い
て
は
、
十
五
年
一
度
に
最
影
す

る
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
映
像
を
記
録
、

保
存
す
る
た
め
の
「
ビ
デ
オ
」
を
制
作

し、

L
J
ど
も
や
書
い
人
た
ち
仁
受
け
粧

い
で
い
た
だ
く
た
め
、
保
存
・
伝
承
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

長
浜
町
指
定
の
無
形
民
俗
文
化
財
で

あ
る
伊
予
長
浜
豊
年
踊
り
に
つ
い
て
は
、

同
保
存
会
の
皆
さ
ん
は
も
と
よ
り
、
大

和
、
櫛
生
小
学
校
、
長
浜
高
校
の
児
童
、

生
徒
の
皆
さ
ん
方
が
伝
承
活
動
を
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
で
、

今
後
と
も
、
先
人
か
ら
受
け
継
い
だ
貴

重
な
丈
化
財
を
大
切
に
守
り
、
後
世
に

伝
え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
る
日

ま
た
、
長
浜
町
と
し
て
今
年
が
最
後

の
年
と
な
る
と
と
か
ら
、
「
な
が
ほ
ま

赤
楕
夏
ま
つ
り
」
の
行
事
内
容
に
つ
い

て
は
、
実
行
委
員
会
に
お
い
て
例
年
以

k
の
も
の
に
な
る
よ
ろ
検
討
を
い
た
青

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
c

平成16年6月1自

事業所園企業統計調査
商業統計調査
ザーピス業基本調査

我が国すべての民営事業明
が対象です。
ご協力をお願いします。

5月下旬から調査員がお伺いします。

総務省 E経済産業省 E鵬県 a長浜町

「
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平
成
十
六
年
度
畏
浜
町

一
職
金
計
予
算
に
つ
い
て

三
位
一
体
の
改
革
の

影
響
に
つ
い
て

治
水
対
策
に
お
け
る

費
用
対
効
果
論
に
つ
い
て

可
能
な
限
り
取
り
組
み
た
い

質
問
・
:
平
成
十
六
年
度
長
浜
町
一
般

会
計
予
算
は
何
に
重
点
を
お
い
て
編
成

を
さ
れ
た
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
平
成
十
六
年
度
長

浜
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
は
、
大

変
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
従
来
か

ら
の
継
続
事
業
等
に
つ
い
て
は
、
中
長

期
財
政
計
画
を
基
本
に
さ
ら
な
る
発
展

的
な
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
来
年
一

月
の
市
町
村
合
併
を
念
頭
に
、
合
併
ま

で
に
対
処
す
べ
き
事
業
の
促
進
を
第
一

義
に
予
算
編
成
を
し
て
い
る
。
と
は
い

え
、
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
、

普
通
交
付
税
の
削
減
、
臨
時
財
政
対
策

債
の
大
幅
減
な
ど
に
よ
り
、
大
変
厳
し

い
財
政
状
況
で
あ
る
し
、
十
六
年
度
に

お
い
て
は
、
合
併
関
連
の
電
算
統
合
経

費
を
は
じ
め
、
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト

富

2ド

一
諸
問
回
目
…

増

雲量呈
毘呈k

の
維
持
管
理
費
や
長
浜
中
学
校
給
食
施

設
管
理
経
費
等
の
歳
出
増
の
要
因
等
も

あ
り
、
投
資
的
経
費
の
捻
出
に
限
界
が

あ
り
、
思
う
よ
う
に
は
新
規
事
業
に
取

り
組
め
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
町
道
等
の
生
活
道

の
整
備
、
次
世
代
支
援
対
策
行
動
計
画

の
策
定
、
小
中
学
校
の
校
舎
・
体
育
館

の
耐
震
診
断
等
、
合
併
ま
で
に
対
処
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
案
件
に
つ
い
て
は
、

可
能
な
限
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

合
併
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
は
あ

る
が
、
海
の
あ
る
町
は
長
浜
町
だ
け
で

あ
る
の
で
、
新
年
度
に
入
っ
て
も
可
能

な
限
り
、
よ
り
一
層
の
漁
業
振
興
策
の

導
入
が
凶
れ
な
い
も
の
か
を
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

深
刻
な
影
響
に

質
問
i
こ
の
度
の
「
三
位
一
体
の
改

革
」
に
よ
り
、
予
算
編
成
に
あ
た
っ
て

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
っ
た
の
か
。
ま

た
財
源
の
移
譲
は
な
さ
れ
た
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
「
一
一
一
位
一
体
の
改

革
」
と
い
う
丈
言
は
、
新
聞
・
テ
レ
ビ

等
で
す
っ
か
り
な
じ
み
の
言
葉
に
な
っ

た
が
、
こ
の
改
革
の
理
念
は
、
地
方
分

権
を
基
軸
と
し
た
方
向
性
か
ら
発
し
た

も
の
で
、
そ
の
内
容
を
要
約
す
る
と

「
地
方
自
治
体
の
歳
出
へ
の
固
と
の
関

与
を
減
ら
し
、
併
せ
て
歳
入
に
占
め
る

地
方
税
の
割
合
を
高
め
不
交
付
団
体
を

増
や
す
こ
と
」
と
提
言
し
て
い
る
が
、

要
は
、
国
の
財
政
確
保
と
地
方
の
負
担 合併に向け、海があるのは長浜町だけである(長浜港)

の
増
大
を
図
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の

実
現
に
向
け
て
次
の
三
件
を
提
示
し
て

い
る
。
一
、
国
の
補
助
金
・
負
担
金

(
国
庫
補
助
負
担
金
)
の
廃
止
・
縮
減
、

二
、
こ
れ
に
見
合
う
も
の
と
し
て
固
か

ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
、
三
、
一
部
を

地
方
税
に
振
り
分
け
る
な
ど
の
地
方
交

付
税
の
見
直
し
で
あ
る
が
、
こ
の
三
者

を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と
を
「
三
位
一

体
の
改
革
」
と
い
っ
て
い
る
。

こ
の
改
革
に
よ
る
町
の
予
算
編
成
に

対
す
る
影
響
に
つ
い
て
は
、
県
の
補
助

負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
と
併
せ
た
国
庫

補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮
減
は
、
ま
ず

町
立
保
育
所
の
運
営
に
係
る
影
響
で
約

五
千
九
百
七
十
万
円
、
ま
た
特
別
会
計

で
は
、
介
護
保
険
事
務
交
付
金
で
四
百

三
十
四
万
円
、
そ
の
他
で
百
四
十
六
万

円
、
合
計
で
約
六
千
五
百
五
十
万
円
程

度
の
影
響
を
受
け
て
い
る
。

な
お
、
こ
れ
に
見
合
う
財
源
で
は
所

得
譲
与
税
と
し
て
一
千
五
百
万
円
程
度

が
移
譲
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
差
し
引

き
五
千
万
円
程
度
が
町
の
持
ち
出
し
と

な
っ
て
お
り
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で

の
減
額
は
、
予
算
編
成
の
上
で
深
刻
な

影
響
を
投
げ
か
け
た
。

ま
た
、
地
方
交
付
税
の
見
直
し
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
本
町
に
お
い
て
も
普

通
交
付
税
に
限
つ
て
は
平
成
十
一
年
度

か
ら
減
少
が
続
い
て
お
り
、
平
成
十
六

年
度
は
臨
時
財
政
対
策
債
も
大
幅
減
に

な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、

い
ま
だ
か
つ
て
な
い
影
響
が
生
じ
て
い

る。

8 

こ
の
交
付
税
は
、
全
国
レ
ベ
ル
で
は

対
前
年
比
六
・
五
%
の
減
で
あ
る
が
、

当
町
に
お
い
て
は
過
去
の
全
国
と
の
格

差
比
を
勘
案
し
、
対
前
年
比
を
一

0
・

四
%
減
と
し
て
当
初
予
算
に
計
上
し
て

い
る
。臨

時
財
政
対
策
債
に
つ
い
て
は
、
全

国
レ
ベ
ル
で
は
対
前
年
比
二
八
・
六
%

の
減
で
、
当
町
に
お
い
て
は
前
年
の
実

積
対
比
で
三
三
・
九
%
の
減
と
し
て
当

初
予
算
に
計
上
し
て
い
る
が
、
こ
の
交

付
税
も
抑
制
基
調
が
続
く
の
で
、
厳
し

さ
は
増
す
ば
か
り
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
当
初
予
算
に

お
い
て
は
、
二
一
億
円
の
基
金
を
繰
り
入

れ
し
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
る
。

次
に
、
平
成
十
六
年
度
の
予
算
で
対

前
年
比
四
・
四
%
の
減
に
つ
い
て
で
あ

る
が
、
対
象
と
な
る
平
成
十
五
年
度
は
、

長
浜
中
学
校
給
食
施
設
の
建
築
と
い
う

大
型
工
事
の
影
響
が
大
き
な
ウ
エ
ー
ト

を
占
め
て
い
た
が
、
な
ん
と
言
っ
て
も

十
六
年
度
は
交
付
税
・
臨
時
財
政
対
策

債
の
減
に
よ
る
影
響
が
多
大
で
あ
り
、

そ
の
上
国
庫
補
助
負
担
金
の
廃
止
・
縮



減
に
伴
、
っ
約
五
千
万
円
の
一
般
財
源
の

持
ち
出
し
も
余
儀
な
く
さ
れ
自
立
財
源

の
確
保
の
面
か
ら
必
然
的
に
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。

連
携
し
強
く
要
望
を

質
問
圃
・
・
治
水
対
策
に
お
け
る
費
用
対

効
果
論
に
つ
い
て
、
少
数
に
は
予
算
を

回
さ
な
い
と
い
う
地
方
切
り
捨
て
で
は

な
い
か
と
思
う
が
、
町
長
は
ど
う
考
え

る
カ
。答

弁
(
町
長
)
:
・
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
公
共
事
業
等
補
助
事
業
を
実
施

肱
則
水
系
河
間

整
備
計
圏
に
つ
い
て

長
浜
町
の

漁
業
披
興
に
つ
い
て

学
校
給
食
に
つ
い
て

賀
問

a
司

a

肱
川
水
系
河
川
整
備
計
画
に

つ
い
て
、
治
水
と
環
境
等
バ
ラ
ン
ス
の

と
れ
た
案
で
あ
り
、
一
刻
も
早
く
整
備

を
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
賛
否
両
論

あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に

つ
い
て
町
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
流
域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り

す
る
場
合
、
費
用
対
効
果
も
一
つ
の
要

件
と
な
っ
て
い
る
が
、
地
方
に
お
い
て

は
必
ず
し
も
満
足
す
る
結
果
が
得
ら
れ

な
い
場
合
も
あ
り
、
費
用
対
効
果
だ
け

で
す
べ
て
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
と

は
思
っ
て
い
な
い
。

国
で
は
、
財
政
状
況
の
悪
化
と
三
位

一
体
の
改
革
に
伴
い
税
源
の
地
方
へ
の

移
譲
と
引
き
換
え
に
補
助
金
お
よ
び
交

付
金
等
が
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
特
に
地

方
に
対
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
が
、
国
家
の
形
成
は
、
基

礎
的
地
方
自
治
体
の
集
積
に
あ
る
と
認

自

高

日召

友

一韓国昌一

組
め
る
よ
う
努
力
す
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
う
が
、
流

域
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う

努
力
せ
よ
、
と
の
意
見
に
つ
い
て
は
、

ご
指
摘
の
と
お
り
、
河
川
整
備
は
、
上
・

識
し
て
お
り
、
可
能
な
限
り
の
財
政
運

営
を
試
み
、
町
政
運
営
に
取
り
組
ん
で

い
く
考
え
で
あ
る
。

な
お
、
治
水
対
策
は
流
域
住
民
の
生

命
財
産
を
守
り
、
安
全
で
安
心
し
て
生

活
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
も
の
と

考
え
て
お
り
、
肱
川
の
治
水
安
全
度
の

向
上
が
一
日
も
早
く
凶
ら
れ
る
よ
う
、

国
・
県
に
対
し
て
流
域
市
町
村
が
連
携

し
強
く
要
望
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

中
・
下
流
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
を
お
互

い
に
理
解
し
あ
い
、
協
力
す
る
と
い
う

環
境
が
な
け
れ
ば
実
施
で
き
な
い
も
の

と
考
え
て
い
る
。
今
後
、
国
・
県
・
関

係
市
町
村
と
連
携
を
密
に
し
て
、
流
域

一
体
で
取
り
組
め
る
よ
う
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

継
続
し
た
漁
場
の

整
備
は
必
要
不
可
欠

賞
間
:
・
漁
協
と
若
手
後
継
者
が
一
体

と
な
っ
て
対
応
し
、
青
島
の
豊
か
な
漁

場
を
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
う
が
、
そ
う

い
う
要
請
が
あ
れ
ば
、
町
と
し
て
積
槌

的
に
支
援
さ
れ
る
の
か
。

ま
た
、
し
っ
か
り
と
し
た
ビ
ジ
ョ
ン

を
持
っ
て
合
併
に
臨
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
う
が
町
長
は
ど
っ
考
え
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
長
浜
町
の
漁
業
振

興
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
水
産
物
の
漁

獲
量
は
全
国
的
に
減
少
し
て
お
り
、
本

町
に
お
い
て
も
減
少
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
青
島
も
含
め
た
町
全

体
の
問
題
と
し
て
考
え
、
魚
礁
や
築
い

そ
の
設
置
に
よ
る
漁
場
の
造
成
に
取
り

組
ん
で
お
り
、
ま
た
漁
協
と
連
携
し
て

資
源
管
理
型
漁
業
の
推
進
計
酬
を
策
定

し
、
よ
り
資
源
管
理
効
果
を
高
め
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
新
市
に
な
っ
て
も
継
続
し
た

漁
場
の
整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、
新
市
建
設
計
凶
に
も

漁
港
の
整
備
も
含
め
魚
礁
お
よ
び
築
い

そ
等
の
事
業
計
画
を
確
認
し
て
い
る
の

で
、
こ
れ
ら
を
実
践
す
る
こ
と
が
青
島

も
含
め
た
新
市
の
中
で
の
長
浜
の
水
産

業
振
興
に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て

い
る
。合

併
後
の
重
要
な

懸
案
事
項
と
し
て

豊かな漁場の青島原辺

貫
間
:
・
中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て
は
、

平
成
十
六
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る
が
、

小
学
校
に
つ
い
て
は
ど
う
な
る
の
か
。

答
弁
(
教
育
長
)
・
:
平
成
十
七
年
今

月
に
、
一
市
二
町
一
村
が
合
併
す
る
が
、

現
在
、
給
食
施
設
は
長
浜
町
を
除
く
各

市
町
村
に
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ
れ
運
営

さ
れ
て
い
る
。

本
町
に
お
い
て
は
、
平
成
十
五
年
度

で
給
食
施
設
を
建
設
し
、
十
六
年
四
月

か
ら
中
学
校
の
み
の
白
校
式
調
理
を
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

な
お
、
小
学
校
の
給
食
に
つ
い
て
は
、

合
併
後
の
重
要
な
懸
案
事
項
と
し
て
お

願
い
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

現
在
、
合
併
に
伴
う
各
種
事
務
事
業

の
統
一
に
向
け
た
「
大
洲
喜
多
合
併
協

議
会
」
で
協
議
を
重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
な
か
で
、
「
学
校
教
育
関
係
の
取

扱
い
に
つ
い
て
」
の
項
目
の
中
に
、

「
給
食
に
関
す
る
事
項
」
が
入
っ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
長
浜
町
の
委
員
か
ら

9 



給
食
に
関
す
る
文
言
を
ぜ
ひ
と
も
入
れ

て
ほ
し
い
と
の
強
い
意
見
が
出
さ
れ
、

〔
な
お
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
新
山

に
お
い
て
効
率
的
な
施
設
整
備
及
び
配

食
計
画
を
作
成
し
、
ん
七
校
実
施
に
向
け

て
調
整
す
る
」
と
い
う
文
一
二
一
口
が
追
加
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

実
施
に
つ
い
て
は
、
耕
市
建
設
計
画

肱
川
河
制
改
修
に

合
併
関
連
に
つ
い
て

場
外
罵
券
場
問
題
に
つ
い
て

しも
て

質
問
・
・
ム
7

屈
の
肱
川
水
系
河
川
根
備

計
両
(
素
案
)
を
ど
う
許
価
す
る
か
。

ま
た
、
赤
橋
、

μ
湖
の
港
な
ど
ど
の

よ
う
に
保
全
す
る
の
か
。
沖
浦
地
区
は
、

多
数
の
立
ち
足
き
者
が
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
が
、
こ
れ
ら
関
係
者
の
フ
ォ
ロ
ー

は
あ
る
の
か
。

結
問
弁
(
町
長
)
目
:
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
一
括
し
て
答
弁
を
行
い
ま
す
c

厳
重
ピ
保
管
を

質
問
:
・
か
つ
て
の
昭
和
の
大
合
併
で

の
中
で
、
学
技
給
食
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
(
長
浜
町
各
小
学
校
給
食
受
け
入
れ

設
備
工
事
)
と
し
て
策
定
中
で
あ
る
。

以

ιの
よ
う
な
状
況
で
あ
る
の
で
、
町

内
の
小
学
校
の
給
食
は
、
合
併
後
の
新

市
に
お
い
て
全
市
域
の
視
点
に
た
っ
て

実
施
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

題

芳

E雲

臨
時
口
県

は
、
旧
町
村
の
公
文
書
な
ど
、
司
山
録
遺

産
が
全
国
各
地
で
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う

な
こ
と
が
な
い
よ
う
願
っ
て
い
る
が
、

町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁
(
町
長
)
i
合
併
後
に
お
け
る

本
町
の
貴
一
疋
な
記
録
通
産
の
保
存
に
つ

い
て
は
、
私
も
議
員
さ
ん
が
心
配
さ
れ

て
い
る
こ
と
と
同
感
で
あ
る
。

本
町
の
公
丈
害
情
一
J

は
、
現
在
長
浜
中

学
校
敷
地
内
に
あ
る
「
な
ぎ
さ
寮
」
に

す
べ
て
保
管
し
て
い
る
が
、
合
併
後
は
、

職
員
の
減
数
も
生
じ
て
く
る
こ
と
か
ら
、

新
庁
舎
の
一
部
を
書
庫
に
改
造
し
、
公

文
吾
の
移
転
と
併
せ
、
記
録
と
し
て
残

す
べ
く
貴
重
な
丈
害
お
よ
び
古
文
書
は
、

別
室
を
構
え
厳
重
に
保
管
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

公
文
書
の
保
管
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
二
一
年
度
か
ら
電
算
に
よ
る
一
元
管
理

を
徹
底
し
、
同
一
文
書
ご
と
に
保
管
出

の
箱
に
仕
分
け
し
で
文
書
倉
庫
に
保
存

し
て
い
る
。
ま
た
、
廃
棄
に
つ
い
て
は
、

長
浜
町
文
書
事
務
取
扱
規
程
に
基
づ
い

て
行
っ
て
お
り
、
市
町
村
合
併
の
有
無

に
か
か
わ
ら
ず
規
程
に
反
す
る
短
い
期

間
で
の
廃
棄
は
行
っ
て
い
な
い
。

な
お
、
公
文
書
の
う
ち
、
旧
町
村
の

記
録
遺
産
的
な
も
の
に
つ
い
て
は
、
制
刈

程
の
保
存
午
阪
に
か
か
わ
ら
ず
長
期
保

存
文
書
と
し
て
取
り
扱
わ
な
巾
れ
ば
な

ら
な
い
と
考
え
て
お
り
、
該
当
文
畜
に

つ
い
て
は
、
文
書
庫
ト
ド
専
用
の
区
画
を

設
け
て
保
存
す
る
よ
う
に
考
え
て
い
る
〈

対
応
を
見
守
り
た
い

現在、公文書が保管されているなぎさ寮

賀
問

E

E

園
共
同
場
外
馬
券
発
売
所
の
そ

の
後
の
進
展
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答
弁
(
町
長
)
:
・
平
成
十
五
年
一
一
一
日

ゐ

4

日
付
け
で
、
高
知
県
競
馬
組
合
か
ら

検
討
安
詰
の
あ
っ
た
共
同
場
外
馬
券
発

売
所
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
は
、
議
会
を
は
じ
め
枚
討
委

員
会
で
慎
重
に
協
議
検
討
を
い
た
だ
き
、

そ
の
結
果
と
し
て
十
凡
に
「
そ
の
可
能

性
に
つ
い
て
、
否
定
す
る
だ
け
の
積
極

的
な
理
由
は
見
弁
た
ら
な
い
」
旨
の
回

答
を
し
た
、
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
後
、
年
末
に
高
知
県
競
馬
組
合

か
ら
、
そ
の
進
ち
よ
く
状
況
に
つ
い
て

報
舎
が
あ
り
、
議
会
に
資
料
配
布
を
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

以
後
に
つ
い
て
は
経
過
等
の
報
告
も
な

い
も
の
の
、
私
と
し
て
は
、
事
業
の
性

格
上
、
競
馬
組
合
の
対
応
を
見
守
り
た

い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。
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肱
川
水
系
河
川

整
備
計
画
に
つ
い
て

一
日
も
早
く
安
全
で

安
心
の
で
き
る
地
域
に

答
弁
(
町
長
)

j
肱
川
の
河
川
改
修

事
業
に
つ
い
て
、
肱
川
は
地
形
的
特
性

か
ら
治
水
対
策
が
松
め
て
困
唯
で
整
備

が
非
常
に
祥
一
れ
、
四
同
で
は
一
番
危
険

な
河
川
と
な
っ
て
い
る
c

こ
の
こ
と
か

ら
、
国
で
は
、
一
平
成
十
五
年
十
月
三
川
口
、

全
国
で
は
十
七
番
目
、
四
国
で
は
最
初

と
な
る
「
肱
川
ぷ
系
河
川
整
備
基
本
方

針
し
を
決
定
し
、
国
土
交
通
省
お
よ
び

愛
媛
県
は
、
肱
川
の
整
備
に
係
る
こ
れ

ま
で
の
議
論
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
平
成

十
六
年
一
月
六
十
三
日
、
今
後
札
前
-
ニ
十

年
間
に
お
け
る
肱
川
の
具
体
的
な
川
づ

く
り
の
方
針
を
示
す
「
肱
川
水
系
河
川

幣
備
計
画
」
の
素
案
を
発
表
し
、
学
識

経
験
者
・
流
域
自
治
体
関
係
者
で
組
織

す
る
流
域
委
員
会
や
流
域
住
民
と
の
意

見
交
換
会
・
公
聴
会
竿
に
よ
り
流
域
住

民
の
意
見
を
反
映
し
決
定
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。

長
浜
町
に
お
い
て
も
、
平
成
十
六
年

二
月
間
口
、
長
浜
町
体
育
館
で
立
見
交



換
会
が
開
催
さ
れ
、
町
民
百
四
十
六
人

が
出
席
し
、
賛
成
・
反
対
の
立
場
で
さ

ま
ざ
ま
な
意
見
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
三
月
二
十
七
日
、
大
洲
市
で

開
催
さ
れ
た
公
聴
会
で
は
、
十
人
の
方

が
、
賛
成
。
反
対
の
立
場
で
そ
れ
ぞ
れ

の
意
見
を
述
、
べ
ら
れ
、
長
浜
町
か
ら
も

一
人
の
方
が
意
見
発
表
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
河
川
整
備
の
必
要
性
に
つ
い

て
は
、
皆
さ
ん
異
論
な
い
も
の
の
、
山

鳥
坂
ダ
ム
建
設
に
つ
い
て
は
、
賛
否
両

論
が
あ
る
が
、
肱
川
の
特
性
と
し
て
中

流
域
に
は
盆
地
が
広
が
り
、
河
口
部
で

は
急
峻
な
山
地
が
河
岸
ま
で
迫
り
、
細

長
い
わ
ず
か
な
平
地
部
に
人
家
が
連
坦

し
て
い
る
地
形
か
ら
、
河
道
整
備
の
み

で
は
多
く
の
家
屋
の
立
ち
退
き
が
生
じ
、 2月4目、長浜町で開催された意見交換会

地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
が
破
壊
さ
れ

多
く
の
住
民
の
方
々
の
負
担
を
強
い
る

こ
と
と
な
る
。
ま
た
、
遊
水
池
と
し
て

の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
東
大
洲
地
区

で
は
、
平
成
五
年
に
「
八
幡
浜
・
大
洲

地
方
拠
点
都
市
地
域
」
の
指
定
を
受
け
、

約
五
十
企
業
が
進
出
し
、
約
七
百
人
を

超
え
る
新
規
雇
用
を
生
み
出
し
て
お
り
、

南
予
の
中
核
拠
点
と
し
て
発
展
を
続
け

て
お
り
、
治
水
安
全
度
の
向
上
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
。

素
案
で
は
、
宅
地
等
の
消
失
を
最
小

限
に
と
ど
め
、
中
上
流
域
の
治
水
安
全

度
の
向
上
を
図
る
た
め
、
河
道
整
備
に

加
え
山
鳥
坂
ダ
ム
の
建
設
、
鹿
野
川
ダ

ム
改
造
に
よ
り
洪
水
流
量
の
低
減
を
図

り
、
ダ
ム
湖
の
水
質
保
全
対
策
、
鹿
野

川
ダ
ム
直
轄
化
、
三
ダ
ム
の
統
合
管
理

等
に
よ
り
洪
水
調
整
機
能
を
高
め
る
内

容
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
肱
川
流

域
が
要
望
し
て
き
た
こ
と
が
網
羅
さ
れ

て
お
り
高
く
評
価
を
す
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設
分
水
問
題

に
つ
い
て
は
、
長
年
住
民
と
と
も
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
と

し
て
も
、
肱
川
の
治
水
対
策
の
遅
れ
や

河
川
環
境
の
悪
化
に
よ
る
懸
念
事
項
を

五
項
目
に
ま
と
め
、
回
。
県
等
関
係
機

関
に
対
し
強
く
要
望
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
、
そ
の
課
題
解
消
策
と
し
て
、

十
三
年
五
月
、
国
土
交
通
省
四
国
地
方

整
備
局
よ
り
見
直
し
案
が
一
部
さ
れ
、
平

成
十
四
年
七
月
、
再
構
築
計
画
案
が
決

定
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
計
画
内
容
に
つ
い
て
は
、
町

内
各
地
域
に
お
い
て
行
政
地
区
懇
談
会

等
を
二
十
九
回
に
わ
た
り
開
催
す
る
と

と
も
に
、
「
将
来
の
肱
川
・
再
構
築
計

画
案
」
を
冊
子
と
し
て
ま
と
め
、
全
戸

に
配
布
し
町
民
の
皆
さ
ん
へ
説
明
を
行
っ

て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

こ
の
見
直
し
案
並
び
に
再
構
築
計
画

案
を
争
点
に
実
施
さ
れ
た
平
成
十
三
年

九
月
二
十
三
日
の
町
議
会
議
員
選
挙
、

平
成
十
四
年
六
月
九
日
の
町
長
選
挙
に

お
い
て
町
民
の
審
判
を
仰
ぎ
、
大
多
数

の
賛
同
を
得
て
い
る
。

ヰ乙
成

文化遺産が集積している赤橋間辺(肱川口漁港)

今
回
、
再
構
築
計
画
案
を
踏
襲
し
た

河
川
整
備
計
画
の
素
案
で
は
、
分
水
が

な
く
な
り
、
治
水
環
境
対
策
に
力
点
を

置
い
た
内
容
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

高
く
評
価
し
て
お
り
、
あ
わ
せ
て
住
民

の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
も
得
ら
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
一
日
も
早
く
河
川

整
備
計
画
が
実
施
さ
れ
、
安
全
で
安
心

の
で
き
る
地
域
に
、
ま
た
、
清
流
肱
川

の
復
活
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

次
に
、
赤
橋
・
江
湖
の
港
等
に
対
す

る
対
応
で
あ
る
が
、
歴
史
的
文
化
遺
産

が
集
積
し
て
い
る
赤
橋
周
辺
に
つ
い
て

は
、
私
も
非
常
に
関
心
を
持
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
、
極
力
自
然
環
境
に
配
慮
し
、

保
全
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、

整
備
方
針
の
検
討
を
各
課
に
指
示
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
左
岸
の
沖
浦
地
区
に
つ
い
て

は
、
県
道
長
浜
中
村
親
道
路
改
良
と
連

携
し
、
河
川
整
備
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ

て
い
る
。
し
か
し
現
県
道
が
狭
く
人
家

が
密
集
し
て
い
る
状
況
か
ら
、
事
業
の

実
施
に
際
し
て
は
相
当
数
の
家
屋
移
転

が
予
想
さ
れ
、
代
替
地
の
確
保
が
重
要

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
、
三
次
開
発

に
よ
る
港
湾
埋
め
立
て
地
の
宅
地
化
も

機
能
移
転
の
一
助
に
値
す
る
も
の
と
思

わ
れ
る
。

」
の
こ
と
か
ら
、
実
施
に
あ
た
っ
て

河川整備と連携して改良される県道長浜中村線

は
、
意
向
調
査
等
を
行
い
、
代
替
地
の

幹
旋
等
も
行
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て
お

り
、
議
員
各
位
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
ご

理
解
ご
協
力
を
賜
る
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
た
い
。

11 



向
通
畏
濃
い
市
川
転

敬
一
美
工
事
時
か
円

一
一
一
三
繭
量
費
者

十
五
年
夏
一
離
会
計
浦
一
止
子
算

十
五
年
度
一
般
会
計
予
算
に
↓
億
七

千
同
百
八
十
七
万
六
千
円
が
補
正
さ
札
、

予
算
針
盤
改
一
1
下
二
一
清
九
千
七
百
五
十

七
円
と
な
り
ま

L
た

J

な
お
、
今
回
補
正
さ
れ
た
主
な
使
い

辺
は
次
の
と
お
り
で
す
と

〔
土
園
京
費
〕
町
道
一
耕
設
改
良
費
と
し
C

町
道
長
浜
戒
川
線
改
良
工
事
は
か
一
仕
事

業
の
精
算
見
込
ふ
に
伴
、
つ
一
正
木
、
物
件

移
転
補
償
金
等
の
減
額
お
よ
び
事
完
に

要
す
る
じ
事
罰
負
費
生
ァ
一
千
一
一
一
一
口
五
s
十

万
円
を
補
正
、
ま
た
、
治
局
費
の
県
富

工
事
昔
、
と
し
で
、
長
浜
港
改
修
一
-
事
等

の
清
算
見
込
み
に
付
う
事
業
費
負
担
金

九
千
十
万
三
一
千
円
を
減
額
崎
正
ゎ

門
教
育
費
]
給
食
施
設
一
法
設
事
業
費
と

し
て
、
中
学
校
給
食
施
設
新
築
γ
一
事
仁

入
札
減
少
金
が
生
じ
た
こ
と
に
州
、
っ
工

事
請
負
費
等
一
小
一
刀
円
を
減
額

前一ヒ。

み余
4
y
i

畏
浜
町
η

一
一
一
詰
管
理
指
導
員

派
遣
手
数
料
静
収
議
側

奇
判
定

へ
の
介
護
保
決
制
度
施
行
に

よ
れ
在
宅
福
祉
事
業
の
一
部
が
改
正
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
従
来
巧
「
色
人
ホ
ー

ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
か
ら
「
生

活
管
叩
一
指
導
員
派
遣
事
業
」
に
朽
称
・

事
雫
内
容
と
も
に
変
更
さ
れ
た
予
」
と
仁

よ
り
、
本
町
が
制
定
し
て
い
る
「
長
浜

町
ホ
ii
ム
λ

ル
パ

l
派
遺
手
数
件
徴
収

条
例
」
を
廃
止

L

新
た
に
「
長
浜
町

生
活
管
刊
指
導
員
派
遣
手
数
料
一
般
収
条

開
」
を
制
~
止
し
た
も
の
で
す
。

菌
定
資
土
瞳
評
鋼
一
審
査

Z

一
一
ム
口
調
一
会
委
員
に

山
中
高
苛
氏
を
再
選
任

長
浜
町
凶
一
疋
資
産
一
評
価
審
査
委
円
会

員
の
山
中
高
光
氏
は
子
成
十
六
年

千
二
月
一
二
十
一
日
を
も
っ
て
任
刊
川
河
了
と

な
る
た
め
、
一
九
悦
午
ー
に
同
氏
を
再
選
任
し

議
会
の
同
立
を
求
恥
た
結
果
、
満
坊
一

致
で
同
意
さ
れ
、
一
同
定
資
岸
評
価
審
丘

一
七
員
会
委
員
に
決
ま
り
ま
〕
た
c

選
告
審
理
事
一
員
換
京
事

長
浜
町
選
挙
合
理
委
員
お
よ
び
同
補

充
委
員
は
ヂ
成
十
六
年
二
一
月
一
一

日
を
も
っ
て
任
期
満
了
と
な
る
た
め
、

議
長
に
よ
る
後
任
の
指
名
推
薦
が
行
わ

札
た
結
果
、
満
場
一
致
で
次
の
方
々
に

決
ま
り
ま
し
た
一
い
(
敬
称
略
~

門
委
員
〕

上
川
高
敏
(
七
六
。
長
浜
」

別
宮
久
た
(
六
九
。
白
滝
)

小
西
善
幸
(
じ
一
・
川
県
川
)

中
田
正
位
(
ム
ハ
ム
ハ

p

上
老
松
)

〔
補
充
員
〕

飛
川
盛
茂
(
六
九
・
豊
茂
)

津
田
久
市
二
ハ
ム
ハ
・
今
坊
)

小
西
伸
一
(
ム
ハ
し
ハ
・
出
海
)

政
所
憲
一
(
五
七
・
櫛
生
)

な
お
四
月
二

H
に
開
催
さ
れ
た
選

挙
管
型
委
員
会
で
、
上
川
高
政
氏
が
委

員
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

制
整
備
計
一
関
費
出
止
に

闘
す
る
意
見
豊
田

現
在
、
何
土
交
通
行
四
国
地
方
整
備

局
お
よ
び
会
媛
県
で
は
、
「
肱
川
水
系

河
川
整
備
計
幽
」
の
策
定
が
進
め
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
た
め
の
宇
主
計
画
と
し

て
堤
防
供
備
に
加
え
山
鳥
坂
ダ
ム
建
設

と
樫
昨
川
ダ
ム
改
琶
を
柱
と
す
る
河
川

整
備
事
業
が
川
河
一
不
さ
れ
、
さ
ら
に
ダ
ム

坊
の
水
質
保
全
対
策
、
凶
野
川
グ
ノ
ム
の

い
担
轄
化
、
三
ダ
ム
の
統
台
管
理
等
、
こ

れ
ま
で
肱
川
流
域
が
要
望
し
て
き
た
事

回
一
が
網
羅
三
れ
て
お
り
高
く
許
制
す
る

も
の
で
あ
る
む
よ
っ
て
肱
川
の
治
水
対

策
事
業
が
今

H
も
早
ぐ
着
工
さ
れ
る
よ

う
固
と
県
に
対
し
、
強
く
要
望
す
る
こ

と
が
決
ま
り
ま
し
た
。

(
注
)
①
事
専
・
:
事
必
専
門
員

②
保
山
什
所
に
つ
い
て
は
一
部
内
月
七
日

付
け
の
異
動
も
あ
り
ま
す
。

【
鞠
投
付
〕

参
事
〈
地
域
自
治
組
織
確
立
運
営
担

当
γ

・
上
満
治
雄
一
へ
総
務
課
長
)
、
参

事
〈
総
ん
円
福
祉
施
策
企
画
推
准
一
担
当
〉
・

下
回
健
三
(
保
健
介
護
課
長
兼
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
ヶ

l
所
長
)

門
総
務
課
}
課
長

z

上
川
桂
信
(
教
育

次
長
兼
教
育
課
長
て
課
長
補
佐
・
清

水
市
則
(
課
長
補
佐
北
合
併
担
当
)
、

〈
大
山
川
内
総
務
商
工
部
監
理
課
侃
丸
事
。

山
西
利
富
三
「
坊
友
愛
館
)

〔
盆
画
調
整
課
〕
課
長
補
佐
兼
商
仁
罰

光
係
長
・
山
本
多
喜
男
(
課
長
補
佐
)

〔
税
務
課
〕
課
長
補
併
兼
固
定
資
産
税

係
長
=
一
宮
義
道
(
佳
民
福
利
課
課
長

補
佐
萩
町
民
同
社
係
長
兼
同
和
対
策
係

長
)門

住
民
福
祉
課
〕
課
長
。
恒
一
見
正
志

(
総
務
課
課
畏
補
佐
)
、
諒
長
補
佐
兼
パ

籍
係
長
兼
同
和
対
策
係
長
・
久
井
一

(
事
専
兼
一
戸
籍
係
長
)
、
事
専
兼
福
祉
係

長
・
小
林
吉
安
(
事
事
兼
幼
活
福
祉
係

長
)
、
所
長

a

鈴
木
佳
代
子
(
豊
茂
保

育
所
)
、
松
岡
土
司
(
粁
済
課
)
、
〈
陥

保
館
〉
今
坊
友
愛
館
、
王
事

g

兵
頭
利
平

(
経
済
課
)

〔
保
漣
介
護
課
}
課
長
兼
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
・
士
口
問
直
人
(
止
活

環
境
課
課
長
補
佐
兼
一
環
境
係
長
)
、
尾

上
絹
代
(
新
規
採
用
)

〔
生
活
障
境
課
〕
市
什
専
兼
環
桔
係
長
・

中
間
圭
助
(
建
設
市
州
事
専
兼
公
共
土
木

係
長
)
、
事
事
兼
水
道
工
務
係
長

e

窪

清
一
(
水
道
工
務
係
長
二
期
山
智
樹

立
川
水
対
策
課
)
、
↓
一
宮
秀
明
(
新
規
採

用
)
、
〈
大
洲
市
・
長
浜
町
環
詰
セ
ン

タ
ー
派
遣
〉
峯
脇
茂
川
問
(
新
規
捺
用
)

[
経
済
課
〕
謀
長
兼
農
業
安
員
会
事
務

同
長
・
宇
都
{
日
芳
文
(
認
長
補
佐
兼
内

工
観
光
係
長
)
、
事
専
・
矢
野
晃
(
新

規
採
南
)

〔
建
設
課
〕
謀
長
補
佐
兼
公
共
土
木
係

長
・
岡
田
灯
光
(
課
長
補
佐
)

門
治
水
対
策
課
}
三
存
鉛
美
(
税
務
況

川
土
調
査
室
)

〔
毅
一
一
円
諜
〕
教
育
次
長
兼
教
育
課
長
・
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二
宮
正
昭
(
税
務
課
課
長
補
佐
兼
固
定
③

資

産

税

係

長

)

問

{
議
会
事
務
局
〕
事
専
・
土
地
末
ブ
ナ
@

(

生

活

環

境

課

事

専

)

問

〔
長
浜
保
育
所
〕
事
専
兼
主
席
主
任
保
持

育
士
・
宮
本
邦
子
(
大
和
保
育
所
)
、
主

e

席
主
任
保
育
士
谷
田
佳
織
(
豊
茂
保
問

育

所

)

⑧

〔
沖
浦
保
育
所
〕
事
専
兼
主
席
王
任
保
問

育
士
吹
春
み
ね
子
(
大
和
保
育
所
)
問

〔
喜
多
灘
保
育
所
〕
所
長
・
平
野
悦
子
@

(

豊

茂

保

育

所

)

日

〔
櫛
生
保
育
所
〕
事
専
兼
主
席
、
主
任
保
@

育
士
山
本
直
美
(
沖
浦
保
育
所
)
付

〔
出
海
保
育
所
〕
事
専
兼
主
席
主
任
保
問

育
士
・
児
玉
智
代
(
櫛
生
保
育
所
)
@

〔
大
和
保
育
所
〕
事
専
兼
主
席
主
任
保
吋

育
士
・
清
水
郁
子
(
出
海
保
育
所
)
、
主
@

任
保
育
士
小
川
好
恵
(
豊
茂
保
育
所
)
時

〔
由
滝
保
育
所
]
事
専
兼
王
席
、
王
任
保
問

育
士
・
横
山
典
子
(
豊
茂
保
育
所
)
@@

 

退

職

⑨

@
 

か
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
d

⑮@
 

マ
住
民
福
祉
課
課
長
山
本
勝
延
問

マ
経
済
課
:
・
課
長
・
村
上
隆
志
@

マ
議
会
事
務
局
事
専
吉
田
明
美
村

マ
老
人
ホ
l
ム
さ
く
ら
苑
:
・
主
任
栄
養
⑨

士

東

真

理

子

問

⑧
 

且局毎畠錦自
~自民年金学生納付特{夢日朝震について~

『窟出は毎年必要です!~ 
学生の方iま、圏民年金の保険料を納めることが猶予される制度(学生納

付特例制慶)が平成 12年 4月からスタートしました。学生の方はほとん

どの場合、所得がありませんので、由良年金の保険料を本人が納めること

が国難ですから、社会人に立ってから保験料を納めることとした制度です。

この需IJ慶を詳し〈説明しますと、

去す象と毒まる学生{ま
大学(大学院)、短大、高等学校、高等専門学校、専修学校および各種学校その他の教育施設の一部に在

学する20歳以上の学生等であって、学生本人の前年の所得が68万円以下で、ある方です。

事員長司i事

出の方法iま
市区町村の国民年金担当窓口または社会保険事務所に f国民年金保険料学生納付特開申請書」が備え付け

てありますので、下の記載例を参考にして、申請書に必要事項を記入の上、住民票を登録している市区町村

の国民年金担当窓口まで届出てください。

なお、届出は前年の所得を確認する必要があることから毎年必要となります。

請出をして議認され遅ら
学生納付特例の承認を受けると、

。学生納付特例期間中の障害や死亡といった不慮の事態には、満額の障害基礎年金または遺族基礎年金が

支給されます0

0学生納付特例期間は、老齢基礎年金の受給資格要件には算入されますが、年金額には反映されません。学

生納付特例期間については、 10年以内であれば保険料をさかのぼって納める(追納する)ことができます。

満額の老齢基礎年金を受けるためにも、卒業したら忘れずに追納してください。

ミ居出ガi璽れ短ら
学生納付特例制度は、申請のあった月の前月から承認することになっています。届出が遅れた場合、承認

される前の期間は、保険料を納めていなければ未納期間となり、その間に事故や病気で、障害が残っても障害

基礎年金は支給されません。ですから、 4月から翌年 3月まで

に届出ることが必必、要ですO お忘れのないようにご注意ください。
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今
年
長
予
算
仁
つ
い
て
、
そ
の
使
い
み
ち
の
概
略
法
次
の
と
お
り
で
す
。

丈
中
の
%
辻
、
前
年
度
う
初
予
算
と
の
比
較
で
す
c

円
グ
ラ
フ
の
性
質

別
歳
入
、
目
的
別
歳
出
の
(
)
内
の
%
は
、
同
予
算
に
円
め
る
同
費
目

の
割
合
で
す
。

一
般
行
政
経
費
は
、
特
別
な
も
の
を
除
き
例
年
以
上
の
節
減
に
努
め
る

一
方
、
比
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
叶
野
に
直
結
し
た
事
主
や
産
業
振
興
対
日
市

に
つ
い
て
は
、
可
能
な
限
り
当
初
予
算
に
計
よ
し
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、
九
一
削
午
度
比
四
・
四
%
の
械
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

平
成
+
年
農
当
初
予
算

(
%
は
前
年
度

当
初
予
算
と
の
比
較
)

一巌会計予算

Fヰ PJ822万3千円

絡一ι吋 務務ふ壁費襲聖畢伊一「
71:億意54フ方ヲ4千円(18.4%ω1噌白)

一般恰管二理、 文書、広報、有親放送

電話、財産管理、企画、事務連絡、

電算管理、コミ 1 ニデイ推

進、 j;#H覚、戸籍住民登録、

選挙などに使われます な

お、今年度は電算システム

統合負担金を計上したため

大 IIJ冨な土日となってし、ます。
警

i使聖同料手数也つ 272万9千円(け1.5';)6活己)

地;出山サj消出費税交付三主 7.000万円 (什

「一一一諸収入 6，382万2千円 1.40沿白)

i，一白劃車取得税受付金 3，500九円 (0.7%)

地方特や!交付金 1，日00万円 (04%)

利子書リ公付金 700方向 (0.2%)

その他 402万円 (1'.1%)

性 質 j刊の歳

地方受付税

20億9，000万円
(44.5%) 

(~ ... 

46 
可F

的男IJの歳出は圃圃・努F

:費
(1.2%増)

畏
1 1 1:意2，892方 5千円

老人栢祉、思責福十l卜、

身体障害背福祉、知的障

害者福干11、母子福祉や、

隣保館の運営、 l王|民年金

事料公どにf吏われます

14 

緯と主主ご
4億 4，450万 8千円 (2.9%減)

保健衛生全般、環境保訳、ご、み処現などに使

われるお金です。 保健街

生費と清掃費をJ十上し、

生川習慣病対策、健診事

業の充実、環境保全対策、

公害対策などを進めるこ

とにしています。

消防費 1億1.744万6千円 (2.5%)

議会費 7，606万5千円 (1.6%)

商工費 4，803万5千円 (1.0%1

その他 1.000万2千円 (0.2%)



4i:意 7，2 76万円 (0.5%減) 3億 3.790万円 (5.7%減)

県 の 補 助 制度を活用した道路改良整備を行っ 農業費として、農業妥員会の活動計や、農地

lたり、河川、下水道等の維特補修をしたりする

ために使われます υ また、交通安全施設の設置、

の流動化など農業常般のT辰明?を図るために使オつ h

JオL主す。また、村、業費としては、森林整備担い

さらには防災、公営住宅、港湾

管理等にも便われます R

!川保や椎茸斗二川和寺促進、「空!なと王、

1ぶーとしし漁港の整備 L人強襲
今年度主なものとして、町道

長浜-戒)11涼他の改良整備や、

地域fjJJを結ぶ道路網の舗〉与を等に

設する経費を計上しています。

及び取引制系施設の維J¥管理 Ch沼教や;r-

や、干佐fitの }j文i転手のうくり育

1てる漁業の推進に使われます。

調重工工
4，8 0 3方 5千円 (11.3%増)

商工業の活性化のための経費を

はじめ、観光、宣伝、イベント、

公園の管理などに使われます〉

事 業 、 生 涯 学 習 、 ス ポ ー ツ 振 興 、 白 少

年の健全育成、人権同和教育、[j，J際交

流事業など仁使われます。

公
1 0億 4，154方 6千円

(2.3%増)

事 業 の た め に借り入れた

お年の償還金です。

工業用水道事業
2，4 3 3万 6千円

五業用水は、 1 日 使

i用料がみ000立方メート

i jレの契約水量で、現在3 : 

l干土にイ共キ(?してし、ます。 l 
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7，606方 ち千円 (6.1%減)

町議会逗営のために[土われますυ

!~司畏健康保険
I 1 1億 1，898万 9千円 (:3.2%増)i 国民健康保 険波保険左の医療費を
支給するための経費です。

!国民健康保険直宮診療所
I (青馬)

! 1 ，=3~~，~万 6 千円(1.7%減)
国民健康保険 俊 保 険 右 等 の 診 療 に

)要する経費です

港湾施設 事 業
1，722万 円(1.5%減)

港湾施設管 訟のための経費ですc

消 :~Jケ
1 f:意 1，744方 6千円

p;h分くド方りと0)犬三

ぼう~:てイ史オつオlるも

の で 、 大 洲 地 区

広域消防:事務組

合負;)II<i三などを

計としています。

( 1 7 . 1 %J¥訂)

4金品 品目 ¥ 
Zま 画l ノー一一・・寸

老人保健 i 
1 6億 2，577フヲ 6千円 (36%減)l 
老齢身の医療貨を支給するための j

経費ですい

土地取得
6 4 8万 2千円 (4.9%減)

ノj、苛1)船どまり隣持地での公共用地

造成事業のために借り入れたお 金の

利子を計上してし、ます ρ

商 券
5，3 6 0万円(13.1%減)

I{百品券を発行するための経費です。

ずは董f呆l噴
簡易水道 事 業

6信 8司 493万 9千円 (0.4%増)
4，9 9 9万 7千円 (0.7%増) 介護保険被保険者の介護給付をす|

簡易水道の運営のための伎ですo る川の経費ですの i i!?施設で地元管理問われていま

土地盤画整理事業 j 
1住宅新築資金等貸付事噌 9，248方 6千円 (44.1'!{)減) i 

Kof口(礼!Ii)地区の土地区画整理事 1
I 1，3 7  1万 1千円 (1.9%減) 業を推;むこするための伊{+，:です。 ; 
i 住宅新築資金字の起債の償還金と _. _. - . . .，_，. - I r還に去するための持者です。 I



平成16年4月1日現在
(保育所については一部 4月7日付の異動もあります。)
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亀田
主任主事
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都市計画区域(※注1)のうち、用途地域(楽注2)の指定のない区域を白地地域といいます。用途地域と同様に、白地

地域にも、建ぺい率(※注3)田容積率(※注4)制限などの建築形態規制(建築制限)がありますが、これまでは建ぺい率

70%、容積率 400%という緩やかで、全国一律の数値になっていました。一般的には、 2階建てなどの低層・低密度の土地

利用がされているものの、建ぺい率 70%、容積率 400%までの高層・高密度の建築も可能であり、特に地方都市では市

布地の拡散化。分散化が見られ、将来、白地地域を用途地域に変更した際に、周辺建築物との建築規制ヒの不均衡を生

じることも懸念されていました。

そこで、平成13年5月18日に「都市計画法及び建築基準法の一部を改正する法律」が施行され、施行日から 3年以内

(本年5月17日まで)に白地地域の建ぺい率、容積率、建築物の各部分の高さについて定めなければならないことになり

ました。

このことにつきましては、本紙昨年7月号で素案をご説明した後、町民のみなさんからご意見をお聴きし、愛媛県が

法手続きを進めてきましたが、 4月6自に各々の数憧が決定告示され、 5月14自から施行されます

ので、その概要をお知らせします。

長浜町の建築形態規制値

当町では、現在、大字長浜・仁久・黒田・沖浦・晴海・拓海の全部と大字上老松園下須戒・大越・白滝・柴の一部

を合わせた約 996haが都市計画区域に指定されています。この区域は、全てが用途地域の指定のない都市計画区域(い

わゆる白地地域)です。一方、当町では、都市計画マスタープラン(※注目の将来土地利用構想を実現していくために、

現在、用途地域の指定に向けた検討を行っていますが、今回の建築形態規制の見直しでは、表l及び図 1のとおり、用

途地域想定区域囚は、暫定的に現行の規制値を引き継ぎます。また、長浜町大字下須戒の)部である大和(郷)地区

地区計画の区域国は、今までどおり、地区計画で定められた数値を引き継ぎます。そして、図、国以外の白地地域

は、容積率を400%から200%に変更します。詳細は、次のとおりです。

嚢 1 長浜町の建築形態規制纏

容積率の限度 建ぺい率の限度 建築物の告部分の高さの限度

図 1 (建築基準法 (建築基準法
隣地斜線制限 道路斜線制限第52条第11頁第 第53条第11頁第

中の 区 域
6号の規定によ 6号の規定によ (建築基準法第5 (建築基準法別

記号 り定める数値) り定める数値)
6条第1項第2号二 表第3(に)欄5
の規定により定 のI頁の規定によ
める数値) り定める数値)

長浜町大字晴海及び大字
拓海並びに長浜町大字仁

函 久、大字長浜、大字黒田 400% 70% 2.5 1.5 
及び大字沖浦の各一部

! (用途地域想定区域)

長浜町大字下須戒の部
固 (大和(郷)地区地区計 200% 60% 2.5 1.5 

画の区域)

ロ 囚、固以外の白地地域 200% 70% 2.5 1.5 

18 



概要は上記のとおりですが、詳細につきましては、役場企園調整課都市計酉鐸
[電話52巴 1111(内線38)、有線2132】へ、お問い合わせください。

19 

。用語の説明

※注1 都市計画区域 都市計画法その他の関係法令の適用を受けるべき士地の区域。具体的には、

市町村の中心の市街地を含み、かつ、自然的社会的笑件、人口 土地利

用-交通量芯どの現況 推移を勘案して、 体の都市として総合的に整備、

闇発、保全する必要がある区域を指定。

※注2 用 途 地 域…都市計画法|こ基づく地域地区の一種で、目指すべき市街地像に応じて用途

別に分類2"t1る12種類の都市計画の総称。

※注3 建 ベ い 率ー建築物の建築面積の敷地面積に対する割合。

※注4 容 積 率ー建築吻の延べ面覆の敷地面積に対する割合。

説話注5 都市計画マスター7ラン 市町村が都市計画法に基づいて策定する、都市の将未{象とその実現方領在

体系酌・総合的に示す基本的芯計画。通称、市町村マスタープランあるい

は、都市計匝マスタープランという。



固十鎗事事分裂型車窓 B覇空 j!
あな15.1達、 1自にどのくらい水分を摂っていますガ?

人聞はとって大切な水。上手に水分を摂取し百体調の管理や

病気の予防に設立てましょう。

(単位:me) 

傘水分の過不定

圃不是の場合..人体の約60%は水分。わずか2九 3%不足するだけで体に悪影響が。(頭痛や体温上昇、服北上昇

など、他にも様々 な病気を招く。)

-過剰の場合・・過剰な水を処理するために腎臓に負担がかかる。(体のだるさ、疲れ、むくみ)

「両開の目安スケジューJレ ー-

起床後 朝食時 10:00 昼食時 15:00 夕食時

※水やお茶など 200mex 7杯=1，400mf 

※のどの渇きがなくても、意識して水分を摂ることが大切

ゆ水と痛気の関係

入i谷前後

(寝る前)

《脳覆塞》水分摂取で血液があliるのを防ぐ。寝ている開も、 iTや呼吸で水分が奪われて粘りやすくなるので、寝る

前や朝起きてすぐ、コップl村、の水をむのが良い。

《高血圧》適度な水仔摂取は、体の中び)余分な塩分を排出してくれる。

《痛 風》適度な本5J棋取は、体の中に溜まった尿酸を薄めたり排出して〈れる。

《熱中症》人はi干をかいて体温の調節をするが、気温が上がりすぎると調節ができなくなる。汗を多くかく時は、

こまめに本分摂取を

《胃腸の弱い人》一度に多量の水分を摂ると、目;在が薄まって消化不良をおこしやすい。

争水分補給とlet霊つ亡も要注意。銀み物とそのj主意点。

I ~m ~~1一一一一;3:瓦~ -~ 

| 糖分を多〈奮むのでのどが追いたり、カロリ一過剰になるので水針補給としてiま |
甘い歓み物 ! 弘... I 

i 不向君。スポーツドリンクも注意を。 I

7ルコー)1- 飲んだ以上に水分がJJj(として出てしまうので、映水を招きやすい。 I

-20一



一
一
一
環
浜
田
嘩
富
山
鰭
醸
保
問
機
万
ら
の
お
願

h
E

監
療
費
節
約
に
ご
協
力
を
!

医
療
費
は
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
の

今
の
ま
ま
増
え
続
け
る
と
、
医
療
費
の

財
源
の
一
つ
で
あ
る
み
な
さ
ん
の
保
険

税
の
負
担
な
ど
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
ま
た
、
国
保
の
制
賢
そ
の
も

の
を
運
w

ー
す
る
の
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
も
、
日
頃
か
ら

健
康
に
注
意
し
医
療
費
の
節
約
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

ま
ず
は
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て

医
療
費
の
無
駄
使
い
を
な
く
し
ま
し
ょ

、
っ
!

女
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
ん
を
も
ち

ま
し
ょ
う

(
何
で
も
相
談
で
き
る
か
か
り
つ
け
医

を
も
つ
こ
と
は
、
い
ざ
と
い
ろ
時
に
心

強
い
予
も
の
で
す
。
)

貴
重
複
・
多
受
診
は
担
い
え
ま
し
ょ
う

(
同
じ
医
療
や
検
査
の
繰
り
返
し
は
、

医
療
費
が
無
駄
に
か
か
り
ま
す
。
)

衆
薬
を
む
や
み
に
要
求
し
な
い

(
適
切
な
診
断
を
受
け
、
処
方
し
て
も

ら
い
ま
し
ょ
う
。
)

大
定
期
的
に
健
康
設
断
を
受
け
ま
し
上
、
っ

(
健
康
に
な
れ
ば
医
療
費
は
か
か
り
ま

せ
ん
の
)

国
保
税
を
納
め
な
い
と

国
民
健
康
保
険
制
度
は
、
皆
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
保
険
税
と
目
、
山
一
小

著
か
ら
の
補
助
金
に
よ
り
辺
営
さ
れ
て

い
ま
す
c

特
別
な
事
情
も
な
く
保
険
税
を
滞
納

し
て
い
る
場
合
に
は
、
次
の
よ
う
な
措

置
が
と
ら
れ
ま
す
。

一
遍
期
被
保
険
者
吾
の
交
付

有
効
期
間
の
一
程
一
日
「
知
期
波
保
険
者

証
」
を
交
付
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
一
一

交
付
を
受
け
た
人
に
は
期
限
が
切
れ
る

ご
と
に
担
当
窓
口
ま
で
お
越
し
い
た
だ

き
ま
す
。

二
「
被
保
険
者
資
格
-
証
明
書
」
の
交
付

さ
ら
に
一
年
以
上
滞
納
が
続
く
と
保

険
祉
の
か
わ
り
に
「
被
保
険
者
資
格
証

明
書
」
を
交
付
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

医
療
費
は
一
日
-
全
額
自
己
負
明
と
な
り

ま
す
。

三
給
付
の
制
限

一
年
六
カ
月
肝
和
す
る
と
保
険
給
付

の
全
部
ま
た
は
一
部
を
主
し
止
め
ら
れ

ま
す

U

そ
れ
以
上
滞
納
が
続
く
と
差
し

止
め
ら
れ
た
給
付
額
か
ら
滞
納
分
が
差

し
引
か
れ
ま
す
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結
警 o ・続J立Mる額裏輔曹人

住民税非課税世帯のお年寄りガ、病院記入院したら@

「限度額適用・標準負担額減額認定」の手続き

()1カ月の入院治療費の負担額・。.40，200円までコ24，600[lJまたは15，000円まで。
() 1 Uの食事負担額・・・ 780[IJコ650[IJ(9 0日以上の長期入院は手続きした翌月 1日

から500円)または300円。(金額についてはお{1:.:tJ:りの収入状況等により異なります。)
持参するもの・・・領収書等 (9011以上の長期入院証明のため)

③ • 

世病院で支払つ突き 1力局の治療費万本人の員描隈度額を趨え定s・
「高善良医療費支給」の手枕き

お年寄りや家族の収入状況により、通|完または入|誌で之払った本人の負担額以上の医療費が高額医療費として戻っ

てきます。 該当者には役場から診療月の約3カ月後にハガキでお知らせをしていますので、手続きをして下さい。

持参するもの・・・印鑑、本人名義の郵便局以外の振込日座番号、お知らせのハガキ

自@ 

ヲ首 お年寄りガ2更のような病気iさなゥ定ら.. 

①人一仁透析を必要とする慢性腎不全 ⑨耐友病 ④後天↑キ免疫不全症候群 (mi'感染等)
「特定疾病認定」の子杭き 1カ月の治療費の負担額が10.000円まで。
持参するもの・・・医師の意見書または特定疾病患養受領証、印鑑

@ 

心身位決のよう官 まだ老人保鍵医療の受給者でない歳以上のお年寄り
障審査持走れ定方iま.. @) 
①国民年金法によるl草害基礎年金受給者 i級、 2級の方
②療育手帳判定A、及び判定Bの:Bの方(詳しくは役場保健介護課国保係まで)

⑥身体障害者手帳l級、 2級、 3級、 4級の一部の方

「老人医療の障害認定Jの:子続き 65歳から老人保健医療の受給者となります。

持参するもの・・・年金証書またほ療育子帳または身体障1;苦手様、健康保険証、印鑑

九

21 



手話盟珪忠雄抵%~頭説話苦描S古紙撤聾磁器酪諜持活~主官接持宮部宮容量減毘E臨時按蹟説話器思蕗蕗正昔話蛍SF括部世話部自躍話 器説単蹄語症語感詔吉野滋盟主自悲恋摺畠密丘者掛臨海盟主B

3開放'br認さのあ/持饗a(;::展開乱、 《i嘉源的車識の
g j子署Bさをえ雪体Eと荘重fでわただきます 喜三事選番手法i涛;t!J ~L浩

~え吉休日変夏のお知らぜ~ 曲

塁 3月13日(土)、ふれあい会館で長浜

皮膚病の改善、健康増進、疲労回復に効能がある「なぎさの湯J(長浜町保健 町商品券の公開抽選会が行われ、次の

センター 3階)を、より多くの方々 に利用していただくために、 5月から定休日 とおり当選番号が決まりました。

を「日曜日jから「月曜日」に変更します。

なお、開館時間は、従来どおり午後3時から午後9時までです。

日曜日に近くへお出かけの際には、ぜひ一度入浴してみてはいかかでしょうか。

買事法廷包嘘話語廷闘担描蹄描締罰琵富士錨拍車=臨謹甜括E白話量怒寝苦手5説話現世話誼君主縮経由主銃器拡:~~:主器細::;:;:調寝起舗

も大淵税務署か舎のお知らせ

[ 1等]5，000丹分商品券

下5桁圃 o0 578・00983

因。 2297・o2 891 

. 0 3 5 5 0・o5 9 7 9 

. 0 8 8 8 0・1280 2 

. 1 280 3・17257

も 平成16年8月から国税電子申告@納税システム
ミ( e-Tax)がスタート
主 ~インターネットを利用して自宅で申告や納税を~

高松国税局管内では、平成16年6月から、インターネット等を利用して、所得

税、法人税および消費税の申告(中間申告にもご利用いただけます)、全税目の

納税、主な申請・届出などができるようになり、自宅や事務所から、申告、納税

[ 2等]3，000再分商品券

下3柿 747

などができる大変便利なシステムですので、ぜひご利用ください。[3等]1，000円分商品券

なお、 e-Taxの利用を希望される方は、平成16年4月以降、開始届出書を 下2桁 o 6 

税 務 署 にご提出くださ い 。 [ 景 品 交 換 期 限i
e-Taxの概要や利用にあたっての手続き等については、 e-Taxホームベー 平成16年5月20日(木)まで

ジに詳しく掲載しています。この e-Taxホームページには、質疑応答形式に [交換場所]長浜町商工会ほか

よる QアンドAや、実際に操作できる e-Taxソフトのデモンストレーション

版が掲載されていますので、ぜひ一度ご覧ください。

[お問い合わせ]長浜町商工会 (B52・

0312閥横)3283)まで。

また、国税庁では、 e-Tax

に関する質問や照会に対応する

ため、ヘルプデスクを設置して

います。全国どこからでも市内

の通話料金で利用できますので

質問等がありましたらヘルプデ

スクまでお問い合わせください。

(e-Taxホームページ]

http目//www.e-tax.nta.go.jp 

[ヘルプデスク]

fi0570-015901 

利用時間:平日(月~金)の

午前9時~午後5時

(祝日等を除きます。)

怜鯨;言葉木監害利子諦:ss維にふわす
県では、県産材を使用した健康で快適な木造住宅の建設を積極的に支援してい

ます。県産材の利用を促進することは、全国有数の林産県である本県において、

地域産業の活性化だけでなく、森林の公益的機能などにより地域の環境を保全す

ることにもなるため、県の重要課題であると考えています。

皆さんも住宅を建てられる時には、ぜひ「愛媛県優良木造住宅利子補給制度」

を活用して、安全で安心な県産材を利用した木造住宅を検討していただきますよ

うお願いします。

愛媛県優良木造住宅利子補給制度(融資残元金に最長5年間の利子補給金支給)

県内で自ら居住する木造住宅を金融機関の融資により新築または購入する方で、

主要部材に 50%以上の地域材を使用した場合は補助金が受けられます。

【お問い合わせ先]愛媛県土木部道路都市局建築住宅課(告089-941・2779)また

は県内に本屈を有する指定金融機関および四国労働金庫愛媛支庖まで。
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大計|警察署管内におけて、オーストラリア、 ドイツなど海外

清水敏宏氏 で発行された宝くじを購入するよ与求めるグイレクトメールが

陶芸似顔絵作品展 郵送される事案が発生しています。

清水さんが町内の方々や署名人の似 当選したと思わせる表現で宝くじの購入代金をだまし取られ

頃絵を、陶器に措いて焼き 1.げた作品 る恐れもあります。

約50点を展示。 また、業JTは海外であり返金や解来りなどが困難です。

{期間]6/1 (火)~ 6/13 (日) I両外宝くじ」ダイレクトメールには十分気をつけましょう c

午前9時~午後5時間曜日休館) 掠海外宝くじは、国内での販売、取り次ぎ、授受は刑松前187条

[場所jふれあい会賠ギャラリー で禁lトーされています。

得議室:7議罫令222L………::::::::::::;…一:~::::……

地籍調査は、法務局の公図と現地が不明確であるため、二十会地所有者等の筆界調存に基づき、正

しく測量し地籍簿および地籍図を作成するものです。

本調査により、地籍の明確化が図られるとともに、公課等国民負担の公平化、土地の紛争防止

および成果の多目的抗出に資するもので、私達の生活やまち

j新刊 4情報です j

~長浜町立図書館~l

書名 著者

Cあらすじダイジコ h スト

[11:界の名作 100を読む

永塚けさ江

O幻夜 東野圭き

C経済のことよくわからないまま

社会人になってしまった人へ

池上 彰

O心を元気にする色彩セラピー

末永蒼生

。生んで〈れて、ありがとう

世祥明絵・文

. 
‘・ 岡 町 胴 隣 同 ・ - - 島 問 包 閉 園 田 昭 ・ 園周 E ・圃園田園"・・圃圃司--酬-- 幽 園
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づくりの推進には大変重要なものです c

長浜町の地籍調査は、昭和53午ム度に着手依頼、 27年目をilll

え計画面積74.34knIのうち、調査済面積は68.06knI、進ちょく平

は92%で未調査j地域l土、黒山、長浜、仁久、沖浦、青島の 5

地区で、面積は6.28凶となっています。

今年度は、黒田の最終年度にあたり(しろ川~水場川)、

1. 14knIの調査を実施しますので、調査地区の皆様{ごは大変ご

迷惑をお掛けしますが趣旨をご理解いただきご協力をお願い

します。

調部措置醗溜描蝦忠誠弱底部最強磁醐臨主張諮主:::::::::窓辺慰金盛鵡離競掛蹴部謀議部艇部長主摺轍欝樹投滋母型車

車新たに課税事業者とえまられる方へ
m ~消費税説明会開催のお知らせ~

大洲税務署では、平成17年分から新たに消費税の課税事業者となられる方のた

めに、「消費税説明会」を下記のとおり開催します。ご都合のよい fjの午前か午

後のいずれかの説明会をご利用ください。

ご不明な点などがありましたら、大洲税務署個人謀税部門 (B24-3115)まで。



長浜町では「農業振興地域の整備に関する法律jに基づき、農業の憧全な発展を図ることを目的とした農業振興地域

整相ii計画を策定しています。

この農業振興地域整備計画(農用地利用計両)仁指定された農用地ほ、公共投資事業や農業に関する補助事業の対象

地になりますが、長業以外の目的で利用することはでき空せん。ただし、やむを得ず他の目的(住石.)6舗・駐車場目

資材置均等)に利用したい場合は、農振農用地から除外する子続きをf丁ったうえで、農地転用の許可を受ける必要があ

ります。

今日の市町村合併に当たり、長浜農業振興地域整備計i出の整備を行いますので、「農振農ilJ地」を除外する申しwが下
記の期間出来なくなります。農用地を所有している方で、平成16年中に、住宅の建築など農用地以外への転用を予定し

ている方は、平成16年6月10日{木)までに、農用地除外の申しi引を行って下さい。

業転用を目的として、農振農用地からの除外を希望する場令は、役場経済課農政係(愈52-1111く内線70>)へご摘談

ドさいぐ

平成16年6Fl l1 日(金)~平成17年 1 月 10 日(月 fl[]固目i

一

日

曜

H
の
お
昼
、
お
母
き
ん
が
一
日
一

一
い
物
を
し
て
い
マ
一
ω
と
き
に
、
私
は
車

一
の
巾
で
待
っ
て
い
ま
し
た
。
ふ
と
外

一
を
見
わ
た
す
と
、
お
広
に
遠
い
駐
車

一
場
は
す
い
て
い
て
、
近
い
所
は
い
つ

一
。
は
い
で
し
た
。
た
だ
し
、
体
が
不
自

一
白
な
人
出
の
駐
車
場
は
空
い
て
い
ま

一
し
た
。一

台
の
本
が
日
の
前
を
通
り
過
ぎ
、

一
市
に
一
番
近
い
そ
の
場
所
に
駐
車
し

ま
し
た
。
降
り
て
き
た
の
は
若
い
男

一
の
人
二
人
で
、
事
し
そ
う
に
話
し
な

一
が
ら
お
山
に
入
っ
て
行
き
、
ま
し
た
。

私
が
見
た
感
じ
で
は
、
二
人
と
も
元

一
気
そ
う
で
し
た
。
そ
の
人
た
ち
に
悪

一
気
が
あ
る
よ
う
に
は
は
え
ま
せ
ん
で

一
し
た
に
そ
の
横
に
も
黒
つ
げ
い
車
が

悶
と
ま
っ
て
お
り
、
ち
ょ
う
ど
男
女
二

圃
人
が
お
市
か
ら
出
て
き
ま
し
た
。
二

一
人
と
も
ど
こ
も
体
が
悪
そ
う
に
は
見

聞
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
人
た
九
も

爾
楽
し
そ
う
に
話
し
な
が
ら
車
に
乗
り

-
ま
し
た
。
私
は
そ
の
と
き
、
「
そ
の

一
場
所
に
は
耳
を
と
め
た
ら
い
け
ん
の

一
に
。
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ
う
真

け
ん
に
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

画
し
ば
ら
く
し
て
、
遠
く
の
方
に
院

四
車
し
た
お
じ
い
き
ん
と
お
ば
あ
さ
ん

圃
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
二
人
と
も
見

が
悪
そ
う
で
、
広
く
ス
ピ
ー
ド
が
ゆ
っ

く
り
で
し
た
。
そ
の
と
き
私
は
、

「
な
ぜ
、
元
気
な
若
い
人
た
ち
が
お

山
に
近
い
駐
車
場
に
車
を
と
め
て
、

体
の
不
自
由
な
お
年
寄
り
が
遣
い
駐

車
場
に
と
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
」

と
思
い
ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
め
ん
ど

く
さ
い
と
か
少
し
で
も
楽
を
し
た
い

と
い
う
単
純
な
気
持
ち
か
ら
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
体
が
不
自
由
な
人
た

l

l

l

u

|
」

一
こ
シ
?
り
一

叶
ご
一
射
一

む
を
一
日
以
÷

混
で
一
一
一

和

一

間

一

「
|

l

一

ち
の
こ
と
は
、
何
も
考
え
ず
に
と
め

て
い
る
の
で
し
ょ
う
の

先
日
、
一
本
族
で
出
か
け
た
と
き
に
、

ま
た
あ
の
大
切
な
駐
車
場
に
と
め
よ

う
と
し
て
い
る
人
が
い
ま
し
た
。

「
あ
そ
-
」
は
と
め
た
ら
い
け
ん
の
に

ね。」
と
、
お
父
さ
ん
が
お
母
さ
ん
に
一
言
っ

て
い
ま
し
た
。
お
父
さ
ん
も
お
母
さ

ん
も
、
そ
う
い
う
こ
と
を
考
え
て
行
一

勤
し
て
い
る
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
一

し

安

心

し

ま

し

た

。

幽

私
は
、
あ
の
日
曜
日
の
こ
と
を
今
一

で

も

後

か

い

し

て

い

ま

す

。

一

「
そ
こ
は
体
の
不
印
由
な
人
が
駐
車
一

す
る
所
で
す
よ
。
元
気
な
人
は
少
し
一

速
い
け
ど
、
ほ
か
の
場
所
に
と
め
て
一

く
だ
さ
い
。
L

一

と
、
若
い
人
た
ち
に
な
ぜ
注
意
で
き
一

な

か

っ

た

の

だ

ろ

う

と

。

一

将
来
、
私
が
卓
の
運
転
を
す
る
よ
一
一

う
に
な
っ
た
と
き
に
は
、
こ
う
い
、
っ
一

こ
と
に
卜
分
気
を
つ
け
る
よ
う
に
し
一

た
い
と
思
い
ま
す
。
自
分
の
こ
と
だ
一

け
を
考
え
る
の
で
は
な
く
て
、
そ
の
一

行
動
で
同
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
な
一

い
か
ど
う
か
、
考
え
て
行
動
し
た
い
一

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
だ
れ
か
が
今
回
一

の
よ
う
に
少
し
の
ま
ち
が
い
を
し
そ
一

う
に
な
っ
た
と
え
」
に
は
、
そ
の
人
に
'

や
さ
し
く
注
意
し
て
み
よ
う
と
思
い
一

ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が
、
そ
う
い
う
一

こ
と
を
ち
ょ
っ
と
だ
け
与
え
て
行
動
一

で
た
一
ゐ
よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
思
い
一

ま
す
。
私
も
勇
気
は
い
↓
一
γ
と
思
う
け
一

ど
、
も
う
後
か
い
し
た
く
な
い
か
ら
、
一

正
し
い
と
思
う
こ
と
は
自
信
を
も
っ
一

て
行
動
し
よ
う
と
思
い
ま
す
c

一
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~重喜男事o間スタ園劉ト~
長浜中学校敷地内に、昨年 7月

から工事を進めていた給食施設が

2月27日に完成しました。

町内初となったこの施設は、鉄骨造りで延べ床面積688.16m2、総事業費約 3億円をかけて建設

され、 l階が厨房 (411.59m2)、2階が食堂 (276.57nn となっています。

今後は、愛媛県から派遣される学校栄養士の適切な指導のもと、バランスのとれた豊かな食事

が提供され、生徒の健康増進や体格、体位向上および正しい食習慣を身につけることができるよ

うになるとともに、給食の準備や後片付けを通して、食べ物のありがたさ、協力、責任、清潔、

きまりを守ることなど共同生活における協調の精神を体得させることも可能となりました。

真新しい機器ガ並道i闇麗(1階)

く調理能力 400重量〉

長浜大講(表幹橋)を一望で重宝る

}令醸麗完備の重量堂。

1 :2 0 J藷ガ用意され九テ号二えでの給

食百 jパ1イどキFンク夕、
います。(2 ~醤)

tD@ 曜善 ~~~Iíi?J @íj 電量 @ ⑧ 毒事 @ 量豊 @ ③ ~~ ⑧ ③ 曜事 長寄 ~ ~ @ ③ @ ⑨ ③ ③ ⑧ ⑧ § ⑧ ② 毒豊 @ 曜語 @ 

売気えま地域づく較を富指して
~加屋集会所が完成~

このたび、白滝124区(加屋地区)内に、昨年の11月から建築を

進めていた加屋集会所が、 3月19日に完成しました。

同地域は従来、集会等を行う施設がないなかで各種活動に取り組

んでいましたが、待望の集会所の完成により、今後、コミュニテイ

の活用の場としてよりよい地域づくりが図られるものと期待されて

います。
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事業概要

木造瓦葺平屋建て

床面積 89.96附
和室2・台所 トイレ

加屋集会所



幅
一
審
は
関
れ
と
出
会
い
の
季
節
で
す

〆
¥
ノ
各
小
学
校
で
卒
業
式
と
入
学
式

1

三
月
二
十
四
日
、
町
内
の
各
小
学
校
一
四
月
八
日
、
櫛
生
小
学
校
で
入
学
式

で
一
斉
に
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
七
十
九
一
が
行
わ
れ
、
五
人
が
新
し
い
春
を
迎
え

人
が
慣
れ
親
し
ん
だ
校
舎
や
恩
師
と
別
一
た
。

れ
を
惜
し
み
つ
つ
、
新
生
活
に
期
待
を
一
同
校
体
育
館
で
行
わ
れ
た
式
に
は
、

膨

ら

ま

せ

た

。

一

在

校

生

や

教

職

員

、

来

賓

ら

多

数

が

見

こ
の
日
、
出
海
小
学
校
で
も
卒
業
式
一
守
る
中
、
新
入
生
が
緊
張
し
た
而
持
ち

が
行
わ
れ
、
上
回
静
子
校
長
が
四
人
の
一
で
入
場
。
山
口
校
長
が
、
「
み
な
さ
ん

卒
業
生
に
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
に
向
一
一
人
ひ
と
り
に
は
す
ば
ら
し
い
能
力
が

け
て
決
し
て
夢
を
あ
き
ら
め
な
い
で
」
一
あ
る
。
今
後
の
成
長
を
楽
し
み
に
し
て

と
は
な
む
け
の
言
葉
を
送
っ
た
。
一
い
ま
す
」
と
の
こ
と
ば
が
送
ら
れ
た
ほ

卒
業
生
か
ら
は
、
六
年
間
の
学
校
生
一
か
、
在
校
生
か
ら
は
、
学
校
行
事
の
紹

活
の
思
い
出
を
全
員
で
語
り
、
先
生
や
一
介
を
交
え
て
の
歓
迎
の
こ
と
ば
が
述
、
べ

保
護
者
、
在
校
生
に
お
礼
の
一
一
一
口
葉
を
述
一
ら
れ
た
。

べ

た

。

一

こ

の

日

町

内

で

は

、

五

十

二

人

の

新

式
終
了
後
、
卒
業
生
ら
は
、
在
校
生
一
一
年
生
が
誕
生
し
、
希
望
に
満
ち
た
新

ら
の
祝
福
の
拍
手
を
受
け
な
が
ら
、
春
一
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

の
穏
や
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
て
思
い

出
の
学
び
舎
を
後
に
し
て
い
た
。

仲
エ

砦
宋ホ

?のl
〈スαべゆ地中笠

苦
宋

ニ=口のh
い

ロHμ
h
の

自
門
一

昨
エ
一

杭
似

占仕

清
水
雄
大
君
、
b
霞
勝

ー
小
野
地
蔵
尊
祭
り

1

在校生から歓迎のことば、を受ける新入生

四
月
十
八
日
、
白
滝
小
野
地
区
で
、

恒
例
の
小
野
地
蔵
尊
祭
り
が
開
催
さ
れ

た
。
午
前
中
の
法
要
に
引
き
続
き
、
初

夏
一
を
思
わ
せ
る
天
候
の
も
と
、
午
後
零

時
半
か
ら
餅
ま
き
・
宝
ま
き
が
行
わ
れ
、

多
数
の
家
族
づ
れ
で
賑
わ
っ
た
。

ま
た
、
白
滝
・
柴
小
学
校
の
男
子
児

童
二
十
三
人
が
参
加
し
て
、
奉
納
子
ど

も
相
撲
大
会
が
開
催
さ
れ
、
豆
力
士
の

真
剣
な
取
り
組
み
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
(
敬
称
略
)

一
回
二
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
間
宮
勝
〕
清
水
雄
大
(
白
滝
小
)

〔
準
信
勝
〕
石
山
剛
(
白
滝
小
)

〔
第
三
位
〕
窪
祐
樹
(
白
滝
小
)

三
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

門
優
勝
〕
大
目
視
秀
(
白
滝
小
)

〔
準
信
勝
〕
合
田
貴
司
(
柴
小
)

〔
第
三
位
〕
児
玉
一
古
川
太
(
白
滝
小
)

囲
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
擾
勝
〕
竹
村
玲
一
(
柴
小
)

〔
準
用
慣
勝
〕
新
大
地
(
白
一
国
小
)

〔
第
三
位
〕
岡
崎
誠
(
柴
小
)

五
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
一
優
勝
〕
束
、
心
五
口
(
白
滝
小
)

〔
準
霞
勝
〕
高
石
茂
宏
(
白
滝
小
)

〔
第
主
位
〕
上
満
正
之
(
白
滝
小
)

六
年
生
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

〔
優
勝
〕
上
回
期
太
(
柴
小
)

〔
準
優
勝
〕
池
田
周
平
(
白
滝
小
)

〔
第
三
位
〕
柿
見
涼
(
白
滝
小
)

三
人
抜
き
罷
勝
者

〔一
E

二
年
〕
窪
祐
樹
(
白
滝
小
)

豆
一
一
年
〕
大
同
期
秀
(
白
滝
小
)

〔
圏
年
〕
岡
崎
誠
(
柴
小
)

〔
五
年
〕
高
石
茂
宏
(
白
滝
小
)

2
八
年
〕
上
回
調
太
(
柴
小
)

…E
E
圃
圏
直

H

喜
多
灘
小
学
校
H

…
春
一
番
し
ず
む
心
も
ふ
き
と
ば
す

六

年

山

根

里

香

一
菜
の
花
や
黄
色
の
ラ
ン
プ
照
ら
す

一

道

六

年

谷

上

希

沙

良

日
一
旦
ま
き
で
春
と
い
っ
し
ょ
に
笑
顔

一

呼

ぶ

六

年

湖

上

千

弥

一
春
一
番
風
で
吹
き
飛
ぶ
ほ
う
し
か

固

な

六

年

松

下

勝

俊

日
水
仙
の
ひ
か
る
花
び
ら
白
化
粧

五

年

後

藤

葵

一
水
仙
が
春
風
呼
ん
で
ダ
ン
ス
し
た

五

年

藤

岡

碧

日
菜
の
花
の
に
お
い
に
さ
そ
わ
れ
春

一

が

来

る

四

年

後

藤

義

樹

日
風
ふ
い
て
春
の
に
お
い
が
し
て
き

日

た

よ

三

年

後

藤

千

佳

会
一
は
る
の
か
ぜ
人
が
と
ば
さ
れ
さ
む

献

…

い

よ

ね

二

年

東

大

貴

相
日
う
め
の
花
か
お
り
ま
い
ち
る
は
る

E
園

ど

一

の

か

ぜ

二

年

丙

山

祥

加

F

固

fr

一
H

つ
わ
ぶ
き
俳
句
会
H

H
一
犬
ふ
ぐ
り
軍
手
を
敷
い
て
ひ
と
休
み

閑

…

亀

岡

幸

子

w
一
菜
の
花
や
眼
下
に
瀬
戸
の
海
光
る

熱

日

中

島

千

代

子

日
春
泥
や
三
本
に
の
び
る
タ
イ
ヤ
跡

替

地

和
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i pj〕暫蟻想家拍車;223ミ34115N議案}4831
税制京吉区二ウ戸尚問お;0S8孫。点 源平主宗務時?【~刊州

{立 主主

岡田花嚢ちゃん(下須戒)

一一 れ て 平成15年間 4日生まれ ; 総務省では、行政相談制度を広く知ってもらい、

議議襲撃畿し 育 たい好に lその利用を促進するため、今年は 5月1711(月)から

神璽覇政 ぞ戻 。品主手五 123日(日)までの一週間を「春の行政相談週間」と定

事態 ?輔副監 ほゃ い る花斉 J めi 手間的に各種の行事を行ろ芋定で十

ト 動響 (ぶ 1 主企 2τ ; ょの週間行事の一環として、当HIJでも、総務大臣

イ電子母父色あ めなうい ;から丞嘱された行政相談委町、次のとおり行政相較事ご 思るてつにう:/J' _) 3z: 

千官多い{妻 名てだ名 l談所を開設いたしますので、この機会にお丸軽にご
..01 マ巴ーまし 付 ほれ「

離鍾1 予干す;い けしか は j利用ください。
総句 d噂鱗 こエ「ケ 人 まいら、 1 相殺は無料で、程、密は同〈守られますc

ll議;品島選 に しとも里子
』 [日時]平成16年5月28日(金)午前9時~午後3時

[場所]長浜町保健センター

{行政相談委員]山下一仁

[相談例]道路、交通安全、登記、郵便、消費生活、社会福祉、公害、行

政サービス改善に関する意見・要望などc

iお問い合わせ先]役場総務課(電話52-1111く内線17>' 蝿2021)まで。

大【校城〔右菊山門長りの三卜
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婦域徒瀧舎七三件干11生語子彰つ、回)J 
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2004 5月15日'""'6月14日

事らしのzクルシター
日 曜日 行事名 場所 時間

18 火
不用犬・不用ねこ 長浜町

9 : 00~ 10 ・ 30
回収日 火葬場前

19 水 びん・缶収集日

21 金 有害ゴミ収集日

25 火
不用犬 ・不用ねこ 長浜町

9 : 00~ 10 : 30 
回収日 火葬場前

ベットボ トル ・

26 水 発泡スチロ ル

収集日

28 金 粗大ごみ収集臼

6/1 火
不用犬 ・不用ねこ 長浜町

9:00~10 : 30 
回収日 火葬場前

2 7]< びん・ 缶収集日

4 金
古紙 ・紙パック収

集日

8 火
不用犬・不用ねこ 長浜町

9 : 00~ 10 :30 
回収日 火葬場前

ベッ トボトル・

9 水 発泡スチロール

収集日

11 車入
燃やさないごみ収

集日

スクラップ帳を見ていたら、「長浜水族館」 という 短い随想が目に留
まった。 作者は、日本電気ソフトウェアに勤務し、現在は東京に住ん
でいる松山市生まれの久保卓志という人である。
読んでいくうちに、私の脳裏にあの竜宮の門が鮮明に浮かび上がっ

てきた。そして、あの水族館は郷土の誇りであり、長浜町の象徴(シ
ンボjレ)であったんだという思いを強く持ったのである。

長浜水族館
最近勤務先で愛長から出向社員とし芯東京に来うている人と会った。

その人は長浜の出身だというので、長浜水族館のζとを聞いたら、

『ああ、あそニはもうないですよ」と言物れた。
長浜水族主的主毎夏海水浴に行くたび、に家主主で、必ず、立ちl寄った場所

だし、夏に4需省したら久しぶりに行っτ見よラと思っていただけに
残念な気がした。
東京近辺にば巨大な水族館がいくつもあり、海中散歩ができる品

川水族館やマグロの回遊が見られる葛西臨海会園は、このごろの水
族館ブームも手伝ってか、いつ行づてu混雑している。シャチやイ
ルカのショ ーもあり、珍しい熱帯魚が数多《泳で。それらに比べる
と長浜水協偶はあまりにも地味である。人も空いていたように思う。
ひょっとすると日本一府さな水族館だったかもしれない。けれども
泳ぐ魚を見ていて心安らげるのは長浜水族館の方である。(中略)
私も東束に住み始めて7年目になるが、大勢マ長r時間並んで待づ

ということが、い〈ら水族館でも未だに苦痛でならない。そんな時、
「長浜だ、ったらなあ ・・・」と。いつでもゆっ くり魚が見られる愛す麦

の日本一小さな水族館を誇りに思う 。(久保卓志)

何年か前に町の活性化のために水族館の再建をという声が高まった

ことがあったが、水族館の跡地に保健センターが建ち、いつのまにか、

建設の声もとだえてしまった。しかし、大洲市との合併を前に、長浜

水族館再建の手がかりだけでも、なんとか残してほしいと強く願うも

のである。
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人口・世帯数のうごき

3月末現在 前月との比較

9，208人 22人減

人 口 (男 4，346人) (男15人 減 )

女 4，862人 女 7人減

世帯数 3，567世帯 11世帯滅

和和尚
彦彦男
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